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取扱説明書

RVT-SD200
お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の
取り扱いかたを示してあります。この取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、
いつでも見られるところに必ず保管してください。

RVT-SD200 
4-259-859-01 (1)
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安全のために
ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。し
かし、電気製品は、まちがった使いかたをすると、火災
や感電などにより死亡や大けがなど人身事故につながる
ことがあり、危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
5 ～ 7 ページの注意事項をよくお読みください。製品全
般の注意事項が記されています。

定期点検をする
長期間、安全にお使いいただくために、定期点検をする
ことをおすすめします。点検の内容や費用については、
お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご相談くだ
さい。

故障したら使わない
すぐに、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご
連絡ください。

万一、異常が起きたら

m

a電源を切る。
b電源コードや接続ケーブルを抜き、バッテリーを取り
はずす。

c お買い上げ店またはソニーのサービス窓口に連絡する。

• 煙が出たら
• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、キャビネットを破損したときは
警告表示の意味
取扱説明書および製品で
は、次のような表示をし
ています。表示の内容を
よく理解してから本文を
お読みください。

この表示の注意事項を守
らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがな
ど人身事故につながるこ
とがあります。

この表示の注意事項を守ら
ないと、感電やその他の事
故によりけがをしたり周辺
の物品に損害を与えたりす
ることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号
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商標について
• LocationPorter はソニー株式会社の登
録商標です。

• ATRAC3plus はソニー株式会社の商標
です。

• FOMAは株式会社エヌ・ティ・ティ・
ドコモの登録商標です。

• Microsoft、Windows は、米国
Microsoft Corporation の米国およびそ
の他の国における登録商標です。

その他、本書に記載されているシステム
名、製品名は、一般に各開発メーカーの
登録商標あるいは商標です。なお、本文
中では ™、®マークは明記していませ
ん。

• 権利者の許諾を得ることなく、本機
に付属のソフトウェアおよび取扱説
明書の内容の全部または一部を複製
すること、およびソフトウェアを賃
貸することは、著作権法上禁止され
ております。

• 本機、および本機に付属のソフト
ウェアを使用したことによって生じ
た損害、逸失利益、および第三者か
らのいかなる請求等につきましても、
当社は一切その責任を負いかねます。

• 本機に付属のソフトウェアは、本機
以外には使用できません。

• ソニーが配布した本機用のソフト
ウェア以外のソフトウェアをインス
トールすることはできません。

• 本機、および本機に付属のソフト
ウェアの仕様は、改良のため予告な
く変更することがありますが、ご容
赦ください。
目次



電源コードやACアダ
プターを傷つけない
電源コードやACアダプ
ターを傷つけると、火災や
感電の原因となることがあ
ります。
• 設置時に、製品と壁や
ラック、棚などの間に、
はさみ込まない。

• 電源コードやACアダプ
ターを加工したり、傷つ
けたりしない。

• 重いものをのせたり、
引っ張ったりしない。

• 熱器具に近づけたり、加
熱したりしない。

• 電源コードやACアダプ
ターを抜くときは、必ず
プラグを持って抜く。

万一、電源コードやACア
ダプターが傷んだら、お買
い上げ店またはソニーの
サービス窓口に交換をご依
頼ください。

表示された電源電圧で
使用する
製品の表示と異なる電源電
圧で使用すると、火災や感
電の原因になります。
日本国内では 100 V でお使
いください。

警
告 付属の電源コードや

ACアダプター以外は
使用しない
火災や感電の原因となりま
す。
ACアダプター本体の形状
が同じものもありますので、
ご注意ください。

指定の電源で使用する
取扱説明書に記されている
バッテリーパックまたは
ACアダプターでお使いく
ださい。指定以外の製品で
のご使用は、火災の原因と
なります。

電源コードのプラグお
よびコネクターは突き
当たるまで差し込む
真っ直ぐに突き当たるまで
差し込まないと、火災や感
電の原因となります。

雨のあたる場所や、油
煙、湯気、湿気、ほこ
りの多い場所には設置
しない
上記のような場所やこの取
扱説明書に記されている使
用条件以外の環境に設置す
ると、火災や感電の原因と
なることがあります。
5警告
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内部に水や異物を入れ
ない
水や異物が入ると、火災の
原因となります。
万一、水や異物が入ったと
きは、すぐに電源を切り、
電源コードや接続コードを
抜いて、お買い上げ店また
はソニーのサービス窓口に
ご相談ください。

内部を開けない
内部には電圧の高い部分が
あり、キャビネットや裏蓋
を開けたり改造したりする
と、火災や感電の原因とな
ることがあります。内部の
調整や設定、点検、修理は
お買い上げ店またはソニー
のサービス窓口にご依頼く
ださい。

接続の際は電源を切る
電源コードや接続コードを
接続するときは、電源を
切ってください。感電や故
障の原因となることがあり
ます。

吸気口、排気口をふさ
がない
吸気口、排気口をふさぐと
内部に熱がこもり、火災や
故障の原因となることがあ
ります。風通しをよくする
ために次の項目をお守りく
ださい。
• 壁から 10 cm 以上離して
設置する。

• 密閉された狭い場所に押
し込めない。

• 毛足の長い敷物（じゅう
たんや布団など）の上に
設置しない。

• 布などで包まない。

コード類は正しく配置
する
電源コードや接続コードは、
足に引っかけると本機の落
下や転倒などによりけがの
原因となることがあります。
充分注意して接続・配置し
てください。

注

注意



ぬれた手で電源プラグ
をさわらない
ぬれた手で電源プラグを抜
き差しすると、感電の原因
となることがあります。

使用前には、取り付け
プレートとショルダー
ベルトに損傷やゆるみ
のないことを確認する
取り付けプレートとショル
ダーベルトに損傷やゆるみ
があると、落下してけがの
原因となることがあります。

不安定な場所に設置し
ない
ぐらついた台の上や傾いた
ところに設置すると、倒れ
たり落ちたりしてけがの原
因となることがあります。
また、設置・取り付け場所
の強度を充分にお確かめく
ださい。

分解や改造をしない
分解や改造をすると、火災
や感電、けがの原因となる
ことがあります。内部の点
検や修理は、お買い上げ店
またはソニーのサービス窓
口にご依頼ください。

移動の際は電源コード
や接続コードを抜く
コード類を接続したまま本
機を移動させると、コード
に傷がついて火災や感電の
原因となることがあります。

お手入れの際は、電源
を切って電源プラグを
抜く
電源を接続したままお手入
れをすると、感電の原因と
なることがあります。

製品の上に乗らない、
重い物を載せない
倒れたり、落ちたり、壊れ
たりして、けがの原因とな
ることがあります。

長期間使用しないとき
は、内蔵バッテリーを
抜いておく
内蔵バッテリーの発熱や液
漏れなどにより、火災やけ
が、やけどや周囲を汚す原
因となります。

通電中のACアダプ
ターに長時間ふれない
長時間皮膚がふれたままに
なっていると、低温やけど
の原因となることがありま
す。
7注意
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電池の使いかたを誤ると、液漏れ・発
熱・破裂・発火・誤飲による大けがや失
明の原因となるので、次のことを必ず
守ってください。

万一、異常が起きたら
• 煙が出たら
1機器の電源を切るか、バッテリー
チャージャーの電源プラグを抜く。
2 お買い上げ店またはソニーのサービ
ス窓口に連絡する。

• 電池の液が目に入ったら
すぐにきれいな水で洗い、ただちに医
師の治療を受ける。

• 電池の液が皮膚や衣類に付いたら
すぐにきれいな水で洗い流す。

• バッテリースロット内で液が漏れたら
よくふきとってから、新しい内蔵バッ
テリーを入れる。

ここでは、本機で使用可能なソニー製リ
チウムイオン電池についての注意事項を
記載しています。

• 内蔵バッテリーの充電には、本機または
専用バッテリーチャージャーを使用する。

• 外部バッテリーの充電には、専用の
バッテリーチャージャーを使用する。

• 火の中に投げ入れたり、加熱、半田付
け、分解、改造をしない。

• 直射日光の当るところ、炎天下の車
内、ストーブのそばなど高温の場所
で、使用・放置・充電をしない。

• ハンマーでたたくなどの強い衝撃を与
えたり、踏みつけたりしない。

• 接点部や3極と#極をショートさせた
り、金属製の物と一緒に携帯・保管を
しない。

• 所定の充電時間を超えても充電が完了
しない場合は、充電をやめる。

• 電池使用中や充電、保管時に異臭がした
り、発熱・液漏れ・変色・変形があった
ときは、すぐに使用や充電をやめる。

• 水や海水につけたり、濡らしたりしない。

内蔵バッテリーの充電のしかたについて
は、本取扱説明書をよく読む。
外部バッテリーの充電のしかたについて
は、バッテリーチャージャーの取扱説明
書をよく読む。

 

リチウムイオン電池は、リサイクルでき
ます。不要になったリチウムイオン電池
は、金属部にセロハンテープなどの絶縁
テープを貼ってリサイクル協力店へお持
ちください。充電式電池の回収・リサイ
クルおよびリサイクル協力店について
は、一般社団法人 JBRC ホームページ
http://www.jbrc.net/hp/contents/
index.html を参照してください。

電池についての安全
上のご注意

電池のリサイクルについて
電池についての安全上のご注意



内蔵バッテリー充電についてのご
注意
• 周囲の温度が5 ℃～35 ℃の範囲で充電
してください。温度が低いと充電しに
くくなりますので、10 ℃～ 30 ℃での
充電をおすすめします。

• 安全のために、指定された別売りの内
蔵バッテリーをご使用ください。

• ACアダプターにつないでいるときは、
内蔵バッテリーを装着しているときで
も、ACアダプターから電源が供給さ
れます。

内蔵バッテリーについてのご注意
内蔵バッテリーは充電後、使用していな
い場合でも、少量ずつ自然に放電するた
め、長時間放置した場合、使用可能時間
が短くなる場合があります。
使用前には、再度、充電することをおす
すめします。
また、充電回数、使用時間、保存期間に
ともない少しずつ性能が劣化していきま
す。
このため、充分に充電を行っても使用可
能時間が短くなったり、寿命で使えなく
なることがあります。
この場合には、新しい内蔵バッテリーを
お買い求めください。
• 内蔵バッテリーを持ち運ぶときや保管
するときは、機器に取り付けるか、お
買い上げのときに入っていた梱包材に
入れてください。

• なるべく涼しいところ（約 20 ℃）で保
管し、充電は周囲の温度が 10 ℃～ 30 ℃

の所で行ってください。内蔵バッテ
リーを長持ちさせることができます。

• 内蔵バッテリーを長期保管する場合に
は、フル充電の後、20 分間程度映像伝
送を行ってから、冷暗所に保管してく
ださい。

• 温度が低い（10 ℃以下）と、内蔵バッ
テリーの性能が低下し、内蔵バッテ
リーを使用できる時間が短くなりま
す。より長い時間ご使用になるため
に、ご使用前に内蔵バッテリーを室温
（約 20 ℃）に戻しておいてください。

• 予備の内蔵バッテリーを準備しておく
ことをおすすめします。

• 内蔵バッテリーは消耗品です。内蔵
バッテリーの駆動時間が短くなってき
た場合には、弊社指定の新しい内蔵
バッテリーと交換してください。内蔵
バッテリーの交換に関して不明な点な
どがございましたら、お買い上げ店ま
たはソニーのサービス窓口にお問い合
わせください。

はじめて内蔵バッテリーをお使い
になるときは
内蔵バッテリーは完全には充電されてい
ないため、はじめてお使いになるときか
ら内蔵バッテリーが消耗した状態になっ
ていることがあります。

内蔵バッテリー保管時のお願いと
ご注意
内蔵バッテリーを長くお使いいただくた
めに、1か月以上内蔵バッテリーを保管
する場合は、以下のことを必ずお守りく
ださい。
• RVT-SD200を使用した後に内蔵バッテ
リーを空の状態で保管すると、内蔵

使用上のご注意
9使用上のご注意
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バッテリーの故障につながることがあ
ります。

バッテリーチャージャー RVTA-BC100（別
売り）をお持ちのお客様へ
バッテリーチャージャー RVTA-BC100
の CAPACITYランプがすべて点灯する
まで充電を行い、内蔵バッテリーを機器
から取りはずした状態で保管してくださ
い。
また、半年以上保管する場合は、半年ご
とに同じ操作を行ってください

バッテリーチャージャー RVTA-BC100（別
売り）をお持ちでないお客様へ
RVT-SD200 に ACアダプターをつなぎ、
内蔵バッテリーを RVT-SD200 に装着し
た上で、RVT-SD200 前面の  バッテ
リーランプが消灯するまで充電を行って
ください。充電後は内蔵バッテリーを
RVT-SD200 から取りはずして保管して
ください。
また、半年以上保管する場合は、半年ご
とに同じ操作を行ってください。

 

• ACアダプターを海外旅行者用の「電
子式変圧器」などに接続しないでくだ
さい。発熱や故障の原因となります。

• ケーブルが断線したACアダプターは
危険ですので、そのまま使用しないで
ください。

• ACアダプターで使用する場合は、周
囲の温度が 0℃～ 35 ℃の範囲で使用
してください。

 

本機には有寿命部品が含まれています。
有寿命部品とは、誤使用による磨耗･劣
化が進行する可能性のある部品を指しま
す。各有寿命部品の寿命は、ご使用の環
境やご使用頻度などの条件により異なり
ます。著しい劣化･磨耗がある場合は、
機能が低下し、製品の性能維持のため交
換が必要となる場合がありますので、あ
らかじめご了承ください。

 

結露とは空気中の水分が金属の板などに
付着し、水滴となる現象です。
本機を寒い場所から急に暖かい場所に持
ち込んだときや、冬の朝など暖房を入れ
たばかりの部屋などで、本機の表面や内
部に結露が生じることがあります。
そのままご使用になると故障の原因とな
ります。
結露が生じたときは、水滴をよく拭き
取ってください。水滴を拭き取るとき
は、ティッシュペーパーをお使いになる
ことをおすすめします。
管面または液晶面が冷えているときは、
水滴をふきとっても、また結露が生じて
しまいます。
全体が室温に温まって結露が生じなくな
るまで、電源を入れずに約 1時間放置し
てください。

ACアダプターについての
ご注意

有寿命部品について

結露について
使用上のご注意
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本機の特長
リアルタイムビデオトランスミッター RVT-SD200 は、ソニー独自の映像・音声圧縮技
術を結集した、高画質・高品質な「リアルタイム映像伝送システム」です。
FOMAなどのモバイル回線を使って、様々な場所からのリアルタイム映像伝送が行え
ます。
また、マルチチャンネルレシーバー RVT-MR201/MR204/MR212 をインストールした
コンピューターを受信装置として使用すると、最大 12 台の送信機を同時に接続するこ
とが可能となります。

機動性の高いコンパクトシステム
A5 サイズ、重さ 1.5 kg の小型軽量化により、1人で現場に携帯しての撮影が可能です。
FOMA回線との組み合わせにより、移動しながら撮影・伝送ができます。また、本シ
ステムは、トランスミッター（Tx）とレシーバー（Rx）で構成されますが、Tx/Rx の
切り替えが可能です。

モバイル回線での高画質リアルタイム伝送
ソニーが独自に開発した QoS（Quality of Service）や「2XFOMAモード」のインテリ
ジェントな自動レートコントロールにより、揺らぎの激しいモバイル回線でも、高品質
で安定したリアルタイム伝送が可能です。さらに、各回線の特性に応じた最適化によ
り、その回線で実現できる最高画質で伝送します。

ソニー独自の高画質・高音質コーデックエンジン
• H.264/MPEG-4 AVC 映像コーデックエンジン
高精度動き検出アルゴリズムやMPEG-2 の 2 倍以上の圧縮効率を実現するH.264/
MPEG-4 AVC により、低ビットレート伝送におけるブロックノイズやモスキートノ
イズを大幅に軽減します。

• ATRAC3plus 音声コーデックエンジン
低ビットレートでの伝送においても自然でクリアな音を再現します。

はじめに
本機の特長 11
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多様なネットワークに対応
FOMA、有線 LAN、無線 LANに対応していますので、屋内、屋外問わず、さまざま
な場所からの映像伝送が可能です。
また、サテライトオプションの追加により、衛星回線にも対応可能です。（マルチチャ
ンネルレシーバー　RVT-MR200 シリーズでの受信時のみ利用可能）

高度暗号化
通信データの高度暗号化により、セキュアな映像伝送が可能です。

受信側からのコントロール機能
送信側が伝送状態を意識することなく、受信側で送られた映像を確認しながら、状況に
合わせたオペレーションが可能です。

マルチチャンネルレシーバー対応
マルチチャンネルレシーバー RVT-MR201/MR204/MR212 をインストールしたコン
ピューターを受信装置として使用すると、以下のことが可能になります。
• 12 画面マルチ受信対応
最大 12 台の送信機からの映像を同時に受信できます。

• 音声一斉同報機能搭載
接続中のすべての送信機に対して、受信側からの音声一斉同報が可能です。

• タッチパネル対応
タッチパネル対応のわかりやすい操作画面で、12 拠点からの映像や音声のワンタッ
チ切り換えが可能です。
本機の特長
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システム構成例

例1）基本システム構成
トランスミッター（Tx）とレシーバー（Rx）で構成された例です。

RVT-SD200 は、トランスミッター（Tx）とレシーバー（Rx）
のどちらにもなることができます。システムを構成する際、
あらかじめ本機をどちらで動作させるかを決めてください。

メモ

ヘッドセット

送信側
トランスミッター
（Tx）

カメラ

FOMA

キーボード マウス

PCモニター

受信側
レシーバー
（Rx）

ヘッドセット

テレビモニター

インターネット

FOMA
WLAN WLAN

LAN

Tx? Rx?
システム構成例 13
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例2）受信用コンピューターと組み合わせた構成
マルチチャンネルレシーバー RVT-MR201/MR204/MR212 をインストールした受信用
コンピューター 1 台とトランスミッター（1～ 12 台）を組み合わせた構成です。

ヘッドセット

カメラ

SATELLITE
WLAN
FOMA

キーボード マウス

PCモニター

受信側
レシーバー（MRx）
RVT-MR201/
MR204/MR212

ヘッドセット

テレビモニター

インターネット

送信側
トランス
ミッター（Tx）
RVT-SD200

LAN
システム構成例
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箱の中身を確認する

パッケージを開けたら、以下のものが揃っているかお確かめください。付属品の中に欠
けているものがあるときは、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご連絡くださ
い。

• 上記以外に、説明書や書類などが同梱されている場合があります。
• 箱と梱包材は、本機を移動したり輸送したりするときに必要です。捨てないで必ず保
管してください。

• FOMA、イーサネットケーブル、USB メモリーなどは、お客様でご用意ください。

• 本体（1） • ACアダプター（1） • 電源コード（1）

• 取扱説明書（1）
• Windows 使用許諾書（1）
• ソフトウェア使用許諾書（1）
• 通信カードドライバ使用許諾書（2）
• ユーザー登録シート（1）
• B ＆ Pワランティブックレット（1）
• 保証書（1）

メモ
箱の中身を確認する 15
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各部の名称

前面

A1電源ランプ
電源の状態を示します。

B  バッテリーランプ
内蔵バッテリーの状態を示します。
■ 通常時の表示

色と光りかた 状態
緑点灯 電源オン
緑点滅 電源オン（内蔵バッテリーまたは外部バッテリーで動作中

に、内蔵バッテリーの残り容量 10％以下）

色と光りかた 状態
消灯 内蔵バッテリーフル充電／内蔵バッテリー未装着／

ACアダプター未装着で外部バッテリーを装着
アンバー点灯 内蔵バッテリーで動作中（残り容量 21％以上）
アンバー点滅（ゆっくり）
（2秒に 1度、1 回点滅を繰り返す）

内蔵バッテリーで動作中（残り容量 20％～ 11％）

アンバー点滅（速い）
（1秒に 1度、1 回点滅を繰り返す）

ACアダプター装着時：
内蔵バッテリーの充電中（残り容量 10％以下）
（この場合電源ランプは緑点灯になります）

ACアダプター未装着時：
内蔵バッテリーで動作中（残り容量 10％以下）
（この場合電源ランプは緑点滅になります）

アンバー点滅
（2秒に 1度、2回点滅を繰り返す）

電源オン時：内蔵バッテリー充電中（残り容量 11％～ 99％）
電源オフ時：内蔵バッテリー充電中（残り容量 0％～ 99％）

A B C D E

F

各部の名称
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■ 異常時の表示

C液晶ディスプレイ
本機のステータスを表示したり、設定するときに使います。

D 映像伝送ランプ
画像の伝送状態を示します。

E 音声通話ランプ
音声の通信状態を示します。

F操作ボタン
設定や操作をするときに使用します。

（VIDEO）ボタン ：このボタンを押すと、映像が開始／停止します。

（VOICE）ボタン ：このボタンを押すと、音声通話が開始／停止します。

ボタン ：カーソルの位置を移動させたり、別の項目に移動するとき
に使用します。

（メニュー）ボタン ：設定メニューに移行するときに使用します。

（確定）ボタン ：表示されているメニューや値を決定したり、操作を実行す
るときに使用します。

色と光りかた 状態

アンバー点滅（素早い）
(0.2 秒点灯 /0.6 秒消灯を繰り返す）

内蔵バッテリー充電可能温度の範囲外

アンバー点滅（高速）
（0.2 秒間隔点滅を繰り返す）

内蔵バッテリー異常

色と光りかた 状態

消灯 伝送準備中／伝送待機中

緑点灯 映像伝送中

アンバー点滅 伝送レート悪化

赤点滅 回線異常

色と光りかた 状態

消灯 通信準備中／通信待機中

緑点灯 音声通話中

赤点滅 回線異常
各部の名称 17
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右側面

A USB端子
FOMAを接続します。
2回線同時利用に対応しています。

B ヘッドホン出力（PHONES）端子
ヘッドセットのヘッドホンを接続します。

C マイク入力（MIC）端子
ヘッドセットのマイクを接続します。
プラグインパワー方式のマイク用電源端子とマイク入力端子が兼用になった端子です。

D音声入出力（AUDIO IN/OUT）（ステレオ）端子
カメラからのアナログ音声信号を入力、または外部機器にアナログ音声信号を出力しま
す。

E PCモニター出力端子
PC モニター 1）を接続します。

F映像入出力（VIDEO IN/OUT）端子（コンポジット）
カメラからの映像信号を入力、または外部機器に映像信号を出力します。

1）1,024 × 768（XGA）解像度で表示可能なもの。

A B CD E F
各部の名称
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左側面

A USB端子
USB マウス／USB キーボード／無線 LAN 子機を接続します。

B LAN端子（100BASE-TX/10BASE-T）
有線 LANや衛星通信端末を接続します。

注意
安全のために、周辺機器を接続する際は、過大電圧を持つ可能性があるコネクターをこ
の端子に接続しないでください。
接続については本書の指示に従ってください。

C DC IN 端子
付属のACアダプターを接続します。

D1電源ボタン
2 秒間押すと、電源が入ります。
電源が入っているときに 2秒間押すと、電源が切れます。

警告
本機は電源遮断スイッチを備えていません。
ACアダプターご使用の際には、容易にアクセスできる固定配線内に専用遮断装置を設
けるか、使用中に、容易に抜き差しできる、機器に近いコンセントに電源プラグを接続
してください。 
万一、異常が起きた際には、専用遮断装置を切るか、電源プラグを抜いてください。

A B C D
各部の名称 19
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上面／後面

Aバッテリーカバー／バッテリースロット
バッテリーカバーを取りはずして、別売りの内蔵バッテリーを装着します。

B吸気口
吸気口をふさがないように注意してください。吸気口をふさぐと内部に熱が
こもり、火災や故障の原因となることがあります。

C外部バッテリー端子
端子カバーを取りはずして、外部バッテリーを接続できます。
接続する外部バッテリーは、「推奨接続機器」 （22 ページ）に記載されている機種をお
使いください。

A

CB D

端子カバー 外部バッテリー端子
各部の名称
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D排気口
排気口をふさがないように注意してください。排気口をふさぐと内部に熱が
こもり、火災や故障の原因となることがあります。
各部の名称 21
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推奨接続機器

本機で動作確認している機器は以下のとおりです。

外部バッテリー
• ソニー製 BP-GL95A/BP-GL95/BP-L80S

外部バッテリーアダプター
• ソニー製 BKP-L551

受信側ネットワーク
• LAN モード： 固定グローバル IP アドレスが割り振られた、広帯域で安定したネッ

トワーク回線（FTTHなど）
• PPPoE モード： 固定グローバル IP アドレスが割り振られた、広帯域で安定したネッ

トワーク回線（FTTHなど）（PPPoE を使用すると、ルーターを経
由せずにインターネット回線を利用できます。）

• FOMAモード：FOMA（対応機器情報は、お買い上げ店またはソニーのサービス窓
口にお問い合わせください。）

• WLANモード：無線 LAN（対応する USB アダプターは、お買い上げ店またはソニー
のサービス窓口にお問い合わせください。）

送信側ネットワーク
• LAN モード： 広帯域で安定したネットワーク回線（FTTH など）
• PPPoE モード： 広帯域で安定したネットワーク回線（FTTH など）（PPPoE を使用

すると、ルーターを経由せずにインターネット回線を利用できま
す。）

• FOMAモード：FOMA（対応機器情報は、お買い上げ店またはソニーのサービス窓
口にお問い合わせください。）

• WLANモード：無線 LAN（対応する USB アダプターは、お買い上げ店またはソニー
のサービス窓口にお問い合わせください。）

• SATELLITE モード：衛星回線（対応する接続設備は、お買い上げ店またはソニーの
サービス窓口にお問い合わせください。）
推奨接続機器
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準備の流れ

以下の流れで本機を使用するための準備を行います。
ここでは、送信側と受信側で RVT-SD200 を 1 台ずつ接続する場合を例にとって説明し
ます。
複数台の RVT-SD200 を 1 台のコンピューターで受信する場合の設定方法は、
RVT-MR201/MR204/MR212 のオペレーションマニュアルをご覧ください。

はじめに　本機を 2台用意し、送信側か受信側かを決める

送信側の事前設定は受信側で行い、USB メモリーを使って送信側にインポートできま
す。その場合は、あらかじめUSB メモリーを用意しておいてください。

準備

Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける （24ページ）

↓

Step 2 設置する （28ページ）

↓

Step 3 送信側に各機器を接続する （29ページ）

↓

Step 4 受信側に各機器を接続する （31ページ）

↓

Step 5 電源に接続する （34ページ）

↓

Step 6 受信側の事前設定を行う （35ページ）

↓

Step 7 送信側の事前設定を行う （45ページ）

メモ
準備の流れ 23
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Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける

ご使用方法に応じて、別売りの内蔵バッテリー RVTA-BT100 やショルダーストラップ
セット RVTA-ST100 を取り付けます。

内蔵バッテリーを取り付ける

1 バッテリーカバーを取りはずす。

コインなどを使ってネジをゆるめ、バッテリーカバーを取りはずします。

2 バッテリーをセットする。

本体のへこみに合わせて内蔵バッテリーを上から入れ、図のように押し込みます。

バッテリーカバー
Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける
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3 バッテリーカバーを元に戻す。

• 内蔵バッテリーを装着し、本機を電源に接続すると、自動的にバッテリーが充電され
ます。充電中の ランプの色と光りかたについては、「 バッテリーランプ」  
（16 ページ）をご覧ください。

• 別売りのバッテリーチャージャー RVTA-BC100 を使って充電することもできます。
詳しくは、「バッテリーチャージャー（別売り）の使いかた」 （97 ページ）をご覧く
ださい。

メモ
Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける 25
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ショルダーストラップセットを取り付ける
本機を携帯する場合に、別売りのショルダーストラップセットを本機の底面に取り付け
ます。

本機に取り付ける前に、ショルダーストラップセットが破損していないことと、スト
ラップにゆるみがないことを確認してください。破損していたり、ゆるみがあると落下
してけがの原因になることがあります。

1 ストラップの取り付けプレートの内側にあるツメを本機底面の凸部にかけて
（1）、ネジ穴を合わせる（2）。

2 コインなどを使って、ネジを固定する。

ネジで固定したら、確実に取り付けられているか確認してください。

ご注意

ご注意

12
Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける
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肩からの下げかた
図のように、肩から斜め掛けすると安定します。
ケーブル類や FOMAは、ストラップに付いているマジックテープで束ねておくと便利
です。
Step 1 別売りアクセサリーを取り付ける 27
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Step 2 設置する

本機を卓上やラックに据え置きする場合は、設置場所のスペースや強度を充分確認して
から設置します。
本機の質量は 1.5 kg（内蔵バッテリー装着時）で、大きさは以下のとおりです。

本機後面の排気口と底面の吸気口をふさがないように注意してください。

端子カバーの開閉
端子カバーのつまみを持って開閉します。

ご注意

143

80
222

（単位：mm）

端子カバー
Step 2 設置する
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Step 3 送信側に各機器を接続する

送信側（トランスミッター（Tx））として使用する機器の右側面に、カメラやヘッド
セット、FOMAを接続します。

カメラ、ヘッドセットを接続する
右側面の端子に接続します。
ヘッドセットのヘッドホンはヘッドホン出力（PHONES）端子に、マイクはマイク入
力（MIC）端子に接続してください。

ヘッドホン出力（PHONES）端子

マイク入力（MIC）端子

映像入出力（VIDEO 
IN/OUT）端子

カメラ

ヘッドセット

音声入出力（AUDIO IN/OUT）端子
Step 3 送信側に各機器を接続する 29
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FOMAまたは無線LAN USBアダプターを接続する
右側面の USB 端子に接続します。

• FOMAを2回線使用する場合は、必ず同一機種のFOMAを同じ側面のUSB端子に接続
してください。

• LAN接続またはPPPoE接続の場合は、左側面のLAN端子にイーサネットケーブルを
接続します。詳しくは「Step 4 受信側に各機器を接続する」 （31 ページ）をご覧くだ
さい。

• 本機で動作確認している機器については、「推奨接続機器」 （22 ページ）をご覧くだ
さい。

メモ

USB 端子

FOMA/WLAN
Step 3 送信側に各機器を接続する
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Step 4 受信側に各機器を接続する

受信側（レシーバー（Rx））として使用する機器の右側面に、受信した映像を表示する
モニター、ヘッドセット、PCモニター、USB キーボード、USB マウス、イーサネッ
トケーブルを接続します。

各機器を接続する
PC モニター、USB キーボード、USB マウスを右側面の端子に接続します。

キーボード

マウス

USB端子 PCモニター

モニター端子

ヘッドセット

テレビモニター（受信映像表示用）
Step 4 受信側に各機器を接続する 31
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インターネットに接続する

LAN接続またはPPPoE 接続の場合
左側面の LAN 端子にイーサネットケーブルを接続し、インターネット 1）に接続しま
す。

1 LAN端子にインターネットに接続されているイーサネットケーブルを接続する。

2 LAN端子上部の LED が点灯するか確認する。

• 固定グローバル IP アドレスが割り振られている必要があります。
• お使いのネットワークで、TCP 435 番ポートとUDP 435 番ポートを通過させる必
要があります。

ルーターなど

LAN端子

1）
Step 4 受信側に各機器を接続する
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FOMAまたは無線 LAN接続の場合
右側面の USB 端子に接続します。

• 受信側で使用できる FOMAは 1 回線です。
• 最新の対応機器情報は、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にお問い合わせく
ださい。

• 固定グローバル IP アドレスが割り振られている必要があります。

メモ

USB 端子

FOMA/WLAN
Step 4 受信側に各機器を接続する 33
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Step 5 電源に接続する

本機の左側面のDC IN端子に付属のACアダプターを接続し、電源コードをコンセント
に接続します。

DC IN 端子

ACアダプター

電源コード

コンセントへ
Step 5 電源に接続する
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Step 6 受信側の事前設定を行う

設定を行う前に
事前設定では、ダイヤルアップの設定情報や IP アドレスなど、回線に接続するための
情報を入力します。設定情報が記載された書類などをお手元に用意して、参照しながら
設定してください。

受信側（レシーバー（Rx））の名前や回線接続、送信側（トランスミッター（Tx））の
接続許可の設定を行います。

1 左側面にある1電源ボタンを押す。

電源が入ると、1電源ランプが緑色に点灯し、本機の液晶モニターに以下のメッ
セージが表示されます。

事前設定

Welcome!!

電源ランプ
Step 6 受信側の事前設定を行う 35
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しばらくして本機のソフトウェアが起動すると、PCモニターに次の画面が表示さ
れます。

2 ［Configuration］をクリックする。

設定ツールが起動します。
Step 6 受信側の事前設定を行う
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3 ［Local］の下にある （受信側）をクリックする。

［Local］に作成できる設定は 1つだけです。

受信側（レシーバー（Rx））用の設定画面が表示されます。

4 ［1基本設定］をクリックし、レシーバー名と認証パスフレーズを設定する。
ここで設定したレシーバー名を、送信側（トランスミッター（Tx））の「2ネッ
トワーク・アクション設定」で［接続先レシーバー設定］の［レシーバー名］と
［認証パスフレーズ］に入力してください。

レシーバー名
送信側との接続の際に使用するレシーバー名を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。
出力画面上に接続元トランスミッターの名前を表示する場合には、［接続元トラン
スミッターの名前を表示する］を選択します。

認証パスフレーズ
接続時の認証に使用するパスフレーズを半角英数記号で入力します。
送信側と受信側で同じパスフレーズを設定することで接続が可能になります。

メモ
Step 6 受信側の事前設定を行う 37
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5 使用する回線を選択する。

1［2ネットワーク設定］をクリックし、 をクリックする。

次の画面が表示されます。

2 使用する回線を選択し、［OK］をクリックする。

回線の種類は、以下のとおりです。
･ LAN
･ LAN（PPPoE）
･ WLAN
･ FOMA

設定が追加されます。

･ ネットワーク設定は、10 個まで作成できます。
･ 設定を削除したいときは、設定を選択し、 をクリックします。

メモ
Step 6 受信側の事前設定を行う
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6 追加された回線をクリックし、右側のエリアで回線に接続するためのネットワーク
設定を行う。

■ LANの場合

ネットワーク名
ネットワークの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。

ローカルエリア接続設定

IP アドレスを自動的に取得する
IP アドレスを自動的に取得する場合に選択します。

次の IPアドレスを使う
IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、IP アドレスを入力します。

DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する
DHCP サーバーなどから自動的にDNS サーバーのアドレスを取得する場合に選
択します。

次のDNSサーバーのアドレスを使う
DNS サーバーの IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、優先 DNS サーバーと代替 DNS サーバーの IP アドレス
を入力します。
Step 6 受信側の事前設定を行う 39
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■ PPPoE回線の場合

ネットワーク名
ネットワークの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。

PPPoE サービス設定
PPPoE サービスの設定は、インターネットサービスプロバイダー契約時の情報を
元に入力してください。詳しくは、インターネットサービスプロバイダーにお問い
合わせください。

ユーザー名
接続先にアクセスするためのユーザー名を入力します。

パスワード
接続先にアクセスするためのパスワードを入力します。

IP アドレスを自動的に取得する
サービスプロバイダーから割り振られた IP アドレスを自動的に取得する場合に
選択します。

次の IPアドレスを使う
IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、IP アドレスを入力します。

DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する
DHCP サーバーなどから自動的にDNS サーバーのアドレスを取得する場合に選
択します。
Step 6 受信側の事前設定を行う
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次のDNSサーバーのアドレスを使う
DNS サーバーの IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、優先 DNS サーバーと代替 DNS サーバーの IP アドレス
を入力します。

■ WLANの場合

ネットワーク名
ネットワークの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。

ワイヤレス設定

ネットワーク選択
アクセス可能なワイヤレスネットワークを検索します。
［検索］をクリックし、検出されたアクセスポイントを選択するだけで、
［SSID］と［セキュリティ設定］を自動的に入力できます。

SSID
無線 LANアクセスポイントの SSID を入力します。

セキュリティ設定
無線 LANアクセスポイントの設定を入力します。

ネットワークキー
無線 LANアクセスポイントのネットワークキーを入力します。
Step 6 受信側の事前設定を行う 41
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IP アドレスを自動的に取得する
サービスプロバイダーから割り振られた IP アドレスを自動的に取得する場合に
選択します。

次の IPアドレスを使う
IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、IP アドレスを入力します。

DNSサーバーのアドレスを自動的に取得する
DHCP サーバーなどから自動的にDNS サーバーのアドレスを取得する場合に選
択します。

次のDNSサーバーのアドレスを使う
DNS サーバーの IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、優先 DNS サーバーと代替 DNS サーバーの IP アドレス
を入力します。

■ FOMAの場合

ネットワーク名
ネットワークの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。
Step 6 受信側の事前設定を行う
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ダイヤルアップ設定
ダイヤルアップの設定は、インターネットサービスプロバイダー契約時の情報を元
に入力してください。詳しくは、インターネットサービスプロバイダーにお問い合
わせください。

ダイヤル
お使いになる FOMAに設定した接続先（APN）のダイヤル番号を入力します。

ユーザー名
上記の接続先にアクセスするためのユーザー名を入力します。1）

パスワード
上記の接続先にアクセスするためのパスワードを入力します。1）

1）サービスプロバイダーから指定がある場合は、それと同じユーザー名とパス
ワードを入力してください。それ以外の場合は、何も入力しないでください。

IP アドレスを自動的に取得する
サービスプロバイダーから割り振られた IPアドレスを自動的に取得する場合に選択
します。

次の IP アドレスを使う
IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、IP アドレスを入力します。

DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する
DHCP サーバーなどから自動的に DNS サーバーのアドレスを取得する場合に選択
します。

次のDNSサーバーのアドレスを使う
DNS サーバーの IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、優先DNS サーバーと代替DNS サーバーの IP アドレスを
入力します。

7 設定が終了したら、［保存して終了］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。
Step 6 受信側の事前設定を行う 43
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8 ［はい］をクリックする。

設定が保存されます。

以上で受信側（レシーバー（Rx））の事前設定は終了です。
続いて、送信側（トランスミッター（Tx））の事前設定を行います。

設定変更については、「設定を変更するには」 （54 ページ）をご覧ください。

メモ
Step 6 受信側の事前設定を行う
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Step 7 送信側の事前設定を行う

送信側の設定を行うには、以下の方法があります。
• 送信側の機器にキーボード、マウス、PCモニターを接続し、設定ツールを使って設
定する。

• 受信側の機器で設定し、USB メモリーを使って送信側の機器に設定ファイルをイン
ポートする。

事前設定を行う
送信側（トランスミッター（Tx））の名前や回線接続、映像／音声の伝送に関する設定
を行います。

ここでは例として、受信側の機器で設定し、USB メモリーを使って送信側に設定をイ
ンポートする手順を説明します。

1 受信側機器の左側面にあるUSB 端子に USB メモリーを接続する。

2 ［USB］の下にある （送信側）をクリックする。

送信側（トランスミッター（Tx））用の設定画面が表示されます。

USBメモリー
Step 7 送信側の事前設定を行う 45
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3 ［1基本設定］をクリックし、受信側との接続の際に使用するトランスミッター名
を 20 文字以内で入力する。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。

4 使用する回線を選択する。

1［2ネットワーク・アクション設定］をクリックし、 をクリックする。

次の画面が表示されます。

2 使用する回線を選択し、［OK］をクリックする。

回線の種類は、以下のとおりです。
･ FOMA
･ FOMA× 2（FOMA 回線を 2つ使用する場合）
･ LAN
･ LAN（PPPoE）
･ WLAN
･ SATELLITE（LAN）
･ SATELLITE（WLAN）
Step 7 送信側の事前設定を行う
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･ ネットワーク設定は、10 個まで作成できます。

･ アクション設定は、1つのネットワーク設定に対して、60 個まで作成できます。

･ 設定を削除したいときは、設定を選択し、 をクリックします。

以降では例として、FOMA回線の設定のしかたについて説明します。

5 ［FOMA］をクリックし、右側のエリアで回線に接続するためのネットワーク設定
を行う。

ネットワーク名
ネットワークの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。

ダイヤルアップ設定
ダイヤルアップの設定は、インターネットサービスプロバイダー契約時の情報を元
に入力してください。詳しくは、インターネットサービスプロバイダーにお問い合
わせください。

ダイヤル
お使いになる FOMAに設定した接続先（APN）のダイヤル番号を入力します。
例）ドコモ提供のmopera U の場合
「*99***3#」を入力します。

メモ
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ユーザー名
上記の接続先にアクセスするためのユーザー名を入力します。1）

パスワード
上記の接続先にアクセスするためのパスワードを入力します。1）

1）サービスプロバイダーから指定がある場合は、それと同じユーザー名とパス
ワードを入力してください。それ以外の場合は、何も入力しないでくださ
い。

FOMA回線を 2つ使用する場合は、ダイヤルアップ設定を 2つ設定します。

IP アドレスを自動的に取得する
IP アドレスを自動的に取得する場合に選択します。

次の IP アドレスを使う
IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、IP アドレスを入力します。

DNS サーバーのアドレスを自動的に取得する
DHCP サーバーなどから自動的に DNS サーバーのアドレスを取得する場合に選択
します。

次のDNSサーバーのアドレスを使う
DNS サーバーの IP アドレスを手動で指定したい場合に選択します。
ここを選択したときは、優先DNS サーバーと代替DNS サーバーの IP アドレスを
入力します。

メモ
Step 7 送信側の事前設定を行う
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6 ［Action］をクリックし、右側のエリアで映像や音声の伝送に関する設定を行う。

アクション設定では、回線によって設定できる項目が異なります。例えば、［AUDIO 
MODE］の音声ビットレート 64 kbps は、LAN/PPPoE/WLAN回線で選択可能です。

アクション名
アクションの名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用でき
ます。
任意の名前を設定できます。受信側の機器と画サイズがわかるような名前を付ける
と便利です。
例）「RxTokyo352」など

接続先レシーバー設定

レシーバー名
受信側（レシーバー（Rx））の名前を 20 文字以内で入力します。
入力する文字には、半角英数字、－（ハイフン）、＿（アンダーバー）が使用で
きます。
受信側の「1基本設定」で設定したレシーバー名と同じ名前を入力してくださ
い。

IP アドレス
受信側（レシーバー（Rx））の IP アドレスを入力します。

認証パスフレーズ
接続時の認証に使用するパスフレーズを半角英数記号で入力します。
受信側の「1 基本設定」で設定した認証パスフレーズと同じ文字列を入力して
ください。
Step 7 送信側の事前設定を行う 49
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VIDEO設定

Rate Control
映像のレート制御方法を選択します。

VIDEO MODE
伝送する映像の画質を選択します。

AUDIO MODE
伝送する映像の音質を選択します。

Jitter Buffer
揺らぎ吸収バッファーのサイズを選択します。

7 複数の設定を作成したいときは （アクション追加）をクリックし、手順
6を繰り返す。

設定は回線ごとに 60 個まで作成できます。

8 設定が終了したら、画面右下の［保存して終了］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

9 ［はい］をクリックする。

設定が保存されます。
USB メモリーに送信側の設定ファイルが作成されます。
続いて、設定ファイルを送信側の機器にインポートします。
Step 7 送信側の事前設定を行う
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設定ファイルを送信側にインポートする
受信側の電源を切ってから USB メモリーを取りはずし、送信側に接続して設定ファイ
ルをインポートします。

1 受信側の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

2 送信側の左側面にある電源（1）ボタンを押して電源を入れ、USB 端子に USB メモ
リーを接続する。

初回起動時は、電源（1）ボタンを押すと、手順 5の画面が表示されます。
すでに設定がある場合は、MENUボタンを押すと、手順 3の画面が表示されます。

3 MENUボタンを押す。

メニュー画面が表示されます。

4 ボタンを押して［4：Option］を選択し、ENTER ボタンを押す。

ネットワークに接続されている場合は、以下の画面が表示されます。［1：OK］を
選択し、ENTER ボタンを押して、いったんネットワークを切断してください。

オプションメニュー画面が表示されます。

メモ

Tx[-|-]
------- Menu -------
> 1:MIC Boost
  2:MIC Level

Tx[-|-]
------- Menu -------
  3:Headphone Volume
> 4:Option

Tx[N|-]FOMA1
#Disconnect Network?
  1:OK
> 2:Cancel
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5 ［1：Conf. Import］を選択し、ENTER ボタンを押す。

次の画面が表示されます。

6 インポートする設定ファイルを選択し、ENTER ボタンを押す。

USB メモリーに複数の設定が登録されている場合は、次のように複数の設定がト
ランスミッター名またはレシーバー名で表示されます。

確認メッセージが表示されます。

7 ［1：OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

設定ファイルがインポートされます。インポート中に電源を切ったり、USB メモ
リーを抜いたりしないでください。
インポートが完了すると、次の画面が表示されます。

メモ

------ Option ------
> 1:Conf. Import
  2:Conf. Export
  3:Version

#Conf. Import
> 1:Tx1
  2:Cancel

#Conf. Import
> 1:Tx1
  2:Tx2
  3:Rx1

#Conf. Import
Import [Tx1]?
> 1:OK
  2:Cancel

#Conf. Import
Import Completed
> 1:OK
Step 7 送信側の事前設定を行う
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8 ENTER ボタンを押す。

オプションメニュー画面が表示されます。

9 送信側の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

以上で送信側（トランスミッター（Tx））の事前設定は終了です。

設定変更については、「設定を変更するには」 （54 ページ）をご覧ください。

メモ
Step 7 送信側の事前設定を行う 53
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設定を変更するには

受信側の設定を変更する

1 受信側の画面で、［Option］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

2 ［はい］をクリックする。

ネットワークが切断され、「Option」画面が表示されます。
設定を変更するには
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3 ［Configuration］をクリックする。

設定ツールが起動します。

4 ［Local］の下にある Rx（受信側）の設定をクリックし、 （編集）をクリック
する。

受信側（Rx）用の設定画面が表示されます。

5 必要な項目の設定を変更する。

各項目の詳細については、「Step 6 受信側の事前設定を行う」 （35 ページ）をご覧
ください。
設定を変更するには 55
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送信側の設定を変更する
設定の変更を行うには、以下の方法があります。
• 送信側の機器にキーボード、マウス、PCモニターを接続し、設定ツールを使って直
接変更する。

• USB メモリーに設定ファイルをエクスポートし、受信側の機器で変更する。

ここでは例として、USB メモリーに設定ファイルをエクスポートし、受信側の機器で
変更する手順を説明します。

1 送信側の設定ファイルを USB メモリーにエクスポートする。

操作方法については、「設定ファイルをエクスポートする」 （92 ページ）をご覧く
ださい。

2 送信側の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

3 取りはずしたUSB メモリーを受信側の左側面にある USB 端子に接続する。

4 受信側の機器で設定ツールを起動する。

5 ［USB］の下にある Tx（送信側）の設定をクリックし、 （編集）をクリック
する。

送信側（Tx）用の設定画面が表示されます。

6 必要な項目を設定しなおす。

各項目の詳細については、「Step 7 送信側の事前設定を行う」 （45 ページ）をご覧
ください。
設定を変更するには
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7 設定が終わったら、受信側の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

8 取りはずしたUSB メモリーを送信側の機器に接続し、設定ファイルをインポートす
る。

操作方法は、「設定ファイルを送信側にインポートする」 （51 ページ）をご覧くだ
さい。
設定を変更するには 57
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電源を入れる／切る

本機の左側面にある電源（1）ボタンを 2秒間押すと、電源が入ります。

6秒以上電源ボタンを押したままにすると、電源が切れてしまいます。電源ランプが点
灯したら、ボタンから指を離してください。

電源が入ると、前面の1電源ランプが緑色に点灯し、起動処理が始まります。

↓

操作

ご注意

Welcome!!

電源ランプ

Please wait...
電源を入れる／切る
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↓

本機が起動すると、ネットワークへの接続が開始されます。
この後は送信側と受信側によって異なります。「リアルタイム映像伝送の操作」 （60
ページ）をご覧ください。

電源を切るには
起動中に電源（1）ボタンを 2秒間押す。
シャットダウン処理が始まり、次のメッセージが点滅表示します。

しばらくすると電源が切れます。

メッセージが点滅表示されたら、ボタンから指を離してください。
この操作を行っても電源が切れない場合は、本機の電源ボタンを 6秒以上押して電源を
切ってください。ただし、この方法で電源を切ると、本機の故障の原因となったり、設
定ファイルが使えなくなることがあります。

ご注意

Loading...

Good bye!!
電源を入れる／切る 59
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リアルタイム映像伝送の操作

リアルタイム映像を伝送するには、以下の流れで行います。

Step 1 受信側を起動する

1 受信側（レシーバー（Rx））の電源を入れる。

起動すると、ネットワークへの接続が開始されます。
ネットワークの接続設定が 2 つ以上ある場合は、ネットワークを選択する画面が表
示されます。

2 接続するネットワークを選択し、ENTER ボタンを押す。

2回目以降は、前回接続したネットワークが選択された状態で表示されます。

ネットワークへの接続が開始されます。接続中は Nが点滅表示します。

Step 1 受信側を起動する （60ページ）

↓

Step 2 送信側を起動して受信側に接続する （61ページ）

↓

Step 3 リアルタイム映像を伝送する （63ページ）

メモ

Rx[-|-]
#Select Network
> 1:LAN1
  2:FTTH1

Rx[N|-]LAN1
#Network Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel
リアルタイム映像伝送の操作
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ネットワークに接続されると、次の画面が表示されます。

PCモニターに次の画面が表示されます。

続いて、送信側を起動します。

Step 2 送信側を起動して受信側に接続する

1 送信側（トランスミッター（Tx））の電源を入れる。

起動すると、ネットワークへの接続が開始されます。
ネットワークの接続設定が 2 つ以上ある場合は、ネットワークを選択する画面が表
示されます。

2 接続するネットワークを選択し、ENTER ボタンを押す。

Rx[N|-]LAN1
#Network Connected
Session Waiting...

Tx[-|-]
#Select Network
> 1:FOMA1
  2:LAN1
リアルタイム映像伝送の操作 61
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2 回目以降は、前回接続したネットワークが選択された状態で表示されます。

ネットワークへの接続が開始されます。
接続中は Nが点滅表示します。

ネットワークに接続されます。
アクションの設定が 2つ以上ある場合は、アクションを選択する画面が表示されま
す。

3 アクションを選択し、ENTER ボタンを押す。

受信側に接続を要求します。
接続中は Sが点滅表示します。

受信側との通信が確立すると、次の画面が表示され、送信側、受信側ともスタンバ
イの状態となります。

メモ

Tx[N|-]FOMA1
#Network Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel

Tx[N|-]FOMA1
#Select Action
> 1:Rx1l352l32k
  2:Rx2l352l32k

Tx[S|-]FOMA1
#Session Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Standby

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Standby

ステータス
接続しているネットワーク 接続しているネットワーク

相手の名前
（トランスミッター名）

送信側スタンバイ 受信側スタンバイ

ステータス

自分の名前
（トランスミッター名）

相手の名前
（レシーバー名）

自分の名前
（レシーバー名）
リアルタイム映像伝送の操作
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ステータスの見かた
回線状況を表示します。

ネットワーク未接続 ：－
ネットワーク接続中 ：N（点滅）
ネットワーク接続済み ：N
セッション接続中 ：S（点滅）
セッション接続済み ：S
1）Tx（送信側）で FOMA2 回線使用の場合に、2回線分の状況を表示します。その場合、左側が
Network 1、右側がNetwork 2 になります。

以上で映像を伝送する準備ができました。

Step 3 リアルタイム映像を伝送する
送信側、受信側のどちらからでも映像伝送を開始できます。

映像伝送と音声通話は、どちらを先に始めても構いません。また、映像伝送、音声通話
とも単独で使用できます。

送信側の操作
送信側で VIDEO ボタンを押すと、カメラで撮影しているリアルタイム映像が受信側に
伝送されます。

↓

メモ

[-|-]

自分の回線状況1）

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Standby
リアルタイム映像伝送の操作 63
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映像の伝送中は、次の画面が表示され、 伝送ランプが緑色に点灯します。

受信側の操作
［VIDEO］の  をクリックすると、送信側のカメラで撮影しているリアル
タイム映像が受信側に伝送されます。

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Starting...
Voice:Standby

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Standby

緑点灯
リアルタイム映像伝送の操作
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送信側から映像が伝送されると、PCモニターに受信映像が表示され、  が 
 に変わります。

映像の受信中は、液晶ディスプレイは次の表示になります。

受信側の画面の各項目については、「受信側画面の詳細」 （73 ページ）をご覧ください。

映像伝送を終了するには
送信側でもう一度VIDEOボタンを押すか、受信側で  をクリックすると、
映像伝送が終了し、スタンバイ状態に戻ります。

メモ

［x Stop］に
変わります。

伝送された映像の状況が表示されます
（詳細は74ページを参照）

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Receiving...
Voice:Standby
リアルタイム映像伝送の操作 65
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音声通話を行う

送信側と受信側が通信中であれば、映像伝送に関係なく、受信側のオペレーターとヘッ
ドセットで会話ができます。
送信側、受信側のどちらからでも音声通話を開始できます。

映像伝送と音声通話は、どちらを先に始めても構いません。また、映像伝送、音声通話
とも単独で使用できます。

送信側の操作
送信側で VOICE ボタンを押すと、音声通話が開始します。

↓

メモ

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Standby

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Starting...
音声通話を行う
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音声通話中は、次の画面が表示され、 音声通話ランプが緑色に点灯します。

受信側の操作
［VOICE］の  をクリックすると、音声通話が開始します。

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Transmitting..

緑点灯
音声通話を行う 67
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音声通話中は、VOICE アイコンが表示されます。

音声の受信中は、液晶モニターは次の表示になります。

受信側の画面の各項目については、「受信側画面の詳細」 （73 ページ）をご覧ください。

音声通話を終了するには
送信側でもう一度VOICE ボタンを押すか、受信側で  をクリックすると、
音声通話が終了し、スタンバイ状態に戻ります。

メモ

マイクやヘッドホンの音量などを調整できます （70ページ）

［x Stop］に
変わります。

双方向通話のアイコ
ンが表示されます。

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Receiving
Voice:Receiving
音声通話を行う
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ビデオ設定を変更する

受信映像のビデオ設定を受信側から変更できます。

1 受信映像を停止する。
 をクリックして、映像伝送を終了します。（65 ページ）

2 ビデオ設定を変更する。
変更したい項目の設定値の欄をクリックし、設定値を選択します。

Rate Control
映像のレート制御方法を選択します。

Video Mode
映像の画質を選択します。

Audio Mode
音声の音質を選択します。

Jitter Buffer
揺らぎ吸収バッファーのサイズを選択します。

FEC
FEC（Forward Error Correction：前方誤り訂正機能）のレベルを選択します。

3 映像伝送を開始する。
 をクリックして、映像伝送を開始します。（64 ページ）

設定値の欄をクリックすると、変更できるようになります。
ビデオ設定を変更する 69
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マイク、ヘッドホンを調整する

音声通話の音が大きすぎる（小さすぎる）ときや音割れがひどいときは、マイクブース
トやマイクレベル、ヘッドホンの音量を調整できます。音声通話しながら調整してくだ
さい。

受信側で調整する
PC モニターの画面で調整を行います。

各項目の または をクリックして調整します。

マイクの調整をする場合
マイクブーストとマイクレベルを調整できます。

グレーのインジケーターは現在のレベルを示します
マイク、ヘッドホンを調整する
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ヘッドホンの調整をする場合
音量を調整できます。

• 通話相手の［MIC Level］（マイクレベル）を最大にしても、自分のヘッドホンから
聞こえる音が小さすぎるときは、通話相手の［MIC Boost］（マイクブースト）を＋
側に調整すると、改善される場合があります。

• 音割れがひどいときは、通話相手の［MIC Boost］（マイクブースト）を－側に調整
すると、改善される場合があります。

• 機器側の操作パネルからも調整が行えます。操作方法は「送信側で調整する」 （71
ページ）をご覧ください。

送信側で調整する
本機前面の操作パネルから調整を行います。

1 MENUボタンを押す。

メニュー画面が表示されます。

2 ボタンを押して設定したい項目を選択し、ENTER ボタンを押す。

･ マイクブーストを調整したい場合は［3：MIC Boost］を選択します。
･ マイクレベルを調整したい場合は［4：MIC Level］を選択します。
･ ヘッドホンの音量を調整したい場合は［5：Headphone Volume］を選択します。

選択した項目に応じた設定画面が表示されます。

メモ

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:Select Action

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
> 3:MIC Boost
  4:MIC Level

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
  4:MIC Level
> 5:Headphone Volume
マイク、ヘッドホンを調整する 71
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3 または ボタンを押してレベルを調整し、［1：OK］が選択されている状態で
ENTER ボタンを押す。

設定が保存され、元の画面に戻ります。

［MIC Boost］（マイクブースト）を調整する場合

［MIC Level］（マイクレベル）を調整する場合

［Headphone Volume］（ヘッドホン音量）を調整する場合

･ 通話相手の［MIC］の［Level］（マイクレベル）を最大にしても、自分のヘッド
ホンから聞こえる音が小さすぎるときは、通話相手の［MIC］の［Boost］（マイ
クブースト）を＋側に調整すると、改善される場合があります。

･ 音割れがひどいときは、通話相手の［MIC］の［Boost］（マイクブースト）を－
側に調整すると、改善される場合があります。

メモ

Tx[S|-]FOMA1
#MIC Boost
    0.0dB - ... + 
> 1:OK

Tx[S|-]FOMA1
#MIC Boost
+10.0dB - |.. + 
> 1:OK

→←

Tx[S|-]FOMA1
#MIC Level
 5 - |||||..... + 
> 1:OK

Tx[S|-]FOMA1
#MIC Level
 6 - ||||||.... + 
> 1:OK

→←

Tx[S|-]FOMA1
#Headphone Volume
 5 - |||||..... + 
> 1:OK

Tx[S|-]FOMA1
#Headphone Volume
 6 - ||||||.... + 
> 1:OK

→←
マイク、ヘッドホンを調整する
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受信側画面の詳細
ここでは、受信側画面の見かたと各項目の使いかたについて説明します。

A ネットワーク名
現在接続しているネットワークの名前が表示されます。

B Select ボタン
接続するネットワークを切り替えるときに使います。
操作方法は、「ネットワークを切り替える」 （76 ページ）をご覧ください。

C Tx Name
送信側（トランスミッター（Tx））の名前が表示されます。

Network Type
送信側（トランスミッター（Tx））のネットワークの種類が表示されます。

D Disconnect ボタン
送信側（トランスミッター（Tx））とのセッションを強制的に切断するときに使い
ます。
操作方法は、「セッションを切断する」 （79 ページ）をご覧ください。

A B C D E

G

H

I

J

K

L

M

N

F

マイク、ヘッドホンを調整する 73
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E Start/Stop ボタン（映像）
映像伝送の開始／停止を切り替えます。

F Option ボタン
設定を変更したり、ログファイルをエクスポートするときに使います。
操作方法は、「オプションメニューの使いかた」 （81 ページ）をご覧ください。

G Start/Stop ボタン（音声）
音声通話の開始／停止を切り替えます。

H 音声のステータス表示
音声通話の状況が表示されます。

I Mic（マイク）
ヘッドセットのマイクレベルとマイクブーストを調整します。
音声通話しながら、各項目の または をクリックして調整してください。

J Headphone（ヘッドホン）
ヘッドセットのヘッドホンの音量を調整します。
音声通話しながら、 または をクリックして調整してください。

K 映像のステータス表示
M映像表示部に表示されている映像の受信状況が表示されます。

Rate Control
映像のレート制御方法が表示されます。

Video Mode
映像の画質が表示されます。
マイク、ヘッドホンを調整する



　
操
作

Audio Mode
音声の音質が表示されます。

Jitter Buffer
揺らぎ吸収バッファーのサイズが表示されます。

FEC
FEC（Forward Error Correction：前方誤り訂正機能）のレベルが表示されま
す。

Video Frame Rate
映像のエンコードパラメーター（フレームレート）が表示されます。

Video Bit Rate
映像のエンコードパラメーター（ビットレート）が表示されます。

Total Rate
映像と音声の受信データ量（ビットレート）が表示されます。

L ログ表示部
通信の記録や操作の内容などの履歴が表示されます。

M 映像表示部
送信側（トランスミッター（Tx））から受信した映像が表示されます。

N 全画面表示ボタン
映像を全画面表示します。
全画面表示から通常表示に戻すときは、［Exit］をクリックします。
マイク、ヘッドホンを調整する 75
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ネットワークを切り替える

現在接続しているネットワークを別のネットワークに切り替えたいときは、以下の操作
を行います。

受信側のネットワークを切り替える

1 ［Select］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

2 ［はい］をクリックする。

現在接続しているネットワークが切断され、次の画面が表示されます。
ネットワークを切り替える
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3 接続したいネットワークを選択し、［OK］をクリックする。

選択したネットワークに接続されます。

受信機の操作パネルからも切り替えできます。操作方法は「送信側のネットワークを切
り替える」 （77 ページ）をご覧ください。

送信側のネットワークを切り替える
本機前面の操作パネルで切り替えを行います。

1 MENUボタンを押す。

メニュー画面が表示されます。

2 ［1：Select Network］を選択し、ENTER ボタンを押す。

確認メッセージが表示されます。

メモ

Tx[N|-]FOMA1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:Select Action
ネットワークを切り替える 77
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3 ［1：OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

「Select Network」画面が表示されます。

4 接続するネットワークを選択し、ENTER ボタンを押す。

選択したネットワークに接続されます。

Tx[N|-]FOMA1
#Disconnect Network?
> 1:OK
  2:Cancel

Tx[-|-]
#Select Network
> 1:FOMA1
  2:LAN1
ネットワークを切り替える
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セッションを切断する

送信側（トランスミッター（Tx））とのセッションを強制的に切断したいときは、以下
の操作を行います。

受信側画面でセッションを切断する

1 ［Disconnect］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

2 ［はい］をクリックする。

現在接続しているセッションが切断されます。
セッションを切断する 79
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操作パネルでセッションを切断する

1 MENUボタンを押す。

メニュー画面が表示されます。

2 ［2：Select Action］を選択し、ENTER ボタンを押す。

確認メッセージが表示されます。

3 ［1：OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

セッションが切断されます。

Rx[S|-]LAN1
------- Menu -------
  1:Select Network
> 2:Select Action

Rx[S|-]LAN1
#Disconnect Session?
> 1:OK
  2:Cancel
セッションを切断する
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オプションメニューの使いかた

PC画面のオプションメニューの使いかた
PC 画面のオプションメニューでは、以下の操作や設定が行えます。
• 設定ツールを使う （83 ページ）
設定内容の変更や設定ファイルの新規作成、インポート、エクスポートなどが行えま
す。

• ログファイルをエクスポートする （86 ページ）
USB メモリーにログファイルをエクスポートできます。

• バージョン情報を確認する （84 ページ）
本機のソフトウェアのバージョンとシリアル番号、登録キーを確認できます。

• ソフトウェアをアップデートする （88 ページ）
本機のソフトウェアのアップデートが行えます。

• 日付と時刻を調整する （85 ページ）
本機の日付と時刻の調整ができます。

本機の操作パネルでもオプションメニューを操作できます。詳しくは、「操作パネルの
オプションメニューの使いかた」 （91 ページ）をご覧ください。

オプションメニューを表示する

1 ［Option］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

メモ
オプションメニューの使いかた 81
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2 ［はい］をクリックする。

ネットワークが切断され、「Option」画面が表示されます。
オプションメニューの使いかた
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設定ツールを使う
設定内容の変更や設定ファイルの新規作成、インポート、エクスポートなどが行えます。

1 ［Configuration］をクリックする。

設定ツールが起動します。

2 目的の設定を行う。

操作方法については、「Step 6 受信側の事前設定を行う」 （35 ページ）、「Step 7 送
信側の事前設定を行う」 （45 ページ）をご覧ください。
オプションメニューの使いかた 83
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バージョン情報を確認する
本機のソフトウェアのバージョンやシリアル番号、登録キーを確認できます。

1 ［Version］をクリックする。

バージョン情報が表示されます。

2 ［OK］をクリックする。

「Option」画面に戻ります。
オプションメニューの使いかた



　
操
作

日付と時刻を調整する
本機の日付と時刻の調整ができます。

1 ［Time & Date］をクリックする。

［Time & Date」画面が表示されます。

2 日付と時刻を設定し、［OK］をクリックする。
オプションメニューの使いかた 85
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設定中、本機の液晶ディスプレイは次の表示になります。

設定した日付と時刻が本機に反映され、「Option」画面に戻ります。

ログファイルをエクスポートする
本機に接続したUSB メモリーにログファイルをエクスポートできます。

エクスポート中はUSB メモリーを抜かないでください。

1 本機の左側面にある USB 端子にUSB メモリーを接続する。

2 ［Log Export］をクリックする。

確認メッセージが表示されます。

メモ

ご注意

#Time & Date
Now Adjusting
オプションメニューの使いかた
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3 ［はい］をクリックする。

ログファイルがUSB メモリーにエクスポートされます。
エクスポートが完了すると、次の画面が表示されます。

4 ［閉じる］をクリックする。

「Option」画面に戻ります。

5 本機の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。
オプションメニューの使いかた 87
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ソフトウェアをアップデートする
本機のソフトウェアのアップデートを行うには、USB メモリーとインターネットに接
続できるコンピューターが必要です。

アップデートプログラムについて
ソフトウェアのアップデートに関する情報は、LocationPorter 製品情報サイト（http://
www.sony.jp/rvt/）でお知らせいたします。

1 インターネットに接続可能なコンピューターでブラウザを起動して LocationPorter
製品情報サイトにアクセスし、入手したアップデートプログラムをUSB メモリー
に展開する。
アップデートプログラムをUSB メモリーに展開する手順については、
LocationPorter 製品情報サイトを参照してください。

2 アップデートプログラムが入ったUSBメモリーを本機の左側面にあるUSB端子に接
続する。
本機にほかのUSB メモリーが接続されている場合は、必ず取りはずしてください。

このとき、本機に接続しているUSB メモリーは 1つだけである必要があります。

3 ［Software Update］をクリックする。

次のメッセージが表示されます。しばらくお待ちください。

ご注意
オプションメニューの使いかた
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4 次のメッセージが表示されたら、アップデートされるバージョンを確認し、［アッ
プデート］をクリックする。

アップデート中は次のメッセージが表示されます。しばらくお待ちください。

アップデートの準備をしています。
しばらくお待ちください。

次のバージョンのソフトウェアが見つかりました。
ソフトウェアをアップデートします。バージョン
オプションメニューの使いかた 89
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アップデート中は電源を切ったり、USB メモリーを抜いたりしないでください。

アップデートが完了すると、次の画面が表示されます。

ご注意

ソフトウェアのアップデートを実行しています。
しばらくお待ちください。
アップデート中は何度か再起動する事があります。
アップデート中は絶対に電源を切らないでください。

ソフトウェアが最新の状態に更新されました。
再起動ボタンを押してください。
オプションメニューの使いかた
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5 1電源ボタンを 2秒間押して本機を終了後、USB メモリーを取りはずす。

6 再度1電源ボタンを押して再起動する。

以上でソフトウェアのアップデートは完了です。

操作パネルのオプションメニューの使いかた
本体操作パネルのオプションメニューでは、以下の操作や設定が行えます。
• 設定ファイルをインポートする
USB メモリーを使って、設定ファイルを本機にインポートできます。
操作方法については、「設定ファイルを送信側にインポートする」 （51 ページ）をご
覧ください。

• 設定ファイルをエクスポートする （92 ページ）
USB メモリーに設定ファイルをエクスポートできます。

• バージョン情報を確認する （93 ページ）
本機のソフトウェアのバージョンとシリアル番号、登録キーを確認できます。

• ログファイルをエクスポートする （93 ページ）
USB メモリーにログファイルをエクスポートできます。

オプションメニューを表示する

1 MENUボタンを押す。

ネットワーク未接続状態では、次のメニュー画面が表示されます。

2 ［4：Option］を選択し、ENTER ボタンを押す。

オプションメニューが表示されます。

Tx[-|-]
------- Menu -------
> 1:MIC Boost
  2:MIC Level

Tx[-|-]
------- Menu -------
  3:Headphone Volume
> 4:Option

------ Option ------
> 1:Conf. Import
  2:Conf. Export
  3:Version
オプションメニューの使いかた 91
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設定ファイルをエクスポートする
USB メモリーに設定ファイルをエクスポートできます。

エクスポート中はUSB メモリーを抜かないでください。

1 本機の左側面にある USB 端子にUSB メモリーを接続する。

2 ［2：Conf. Export］を選択し、ENTER ボタンを押す。

「Conf. Export」画面が表示されます。

3 ［OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

USB メモリーに同じ名前の設定が登録されている場合は、以下の確認画面が表示
されます。設定を上書きする場合は［OK］を選択し、ENTER ボタンを押してく
ださい。

設定ファイルがUSB メモリーにエクスポートされます。
エクスポートが完了すると、次の画面が表示されます。

4 ［OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

元の画面に戻ります。

ご注意

メモ

------ Option ------
  1:Conf. Import
> 2:Conf. Export
  3:Version

#Conf. Export
Export [Tx1]?
> 1:OK
  2:Cancel

#Conf. Export
Replace [Tx1]?
> 1:OK
  2:Cancel

#Conf. Export
Export Completed
> 1:OK
 

オプションメニューの使いかた
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5 本機の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

バージョン情報を確認する
本機のソフトウェアのバージョンやシリアル番号、登録キーを確認できます。

登録キーは、VPN サービスを申し込むときに必要になります。

1 ［3：Version］を選択し、ENTER ボタンを押す。

「Version」画面が表示されます。

2 ［OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

元の画面に戻ります。

ログファイルをエクスポートする
USB メモリーにログファイルをエクスポートできます。

エクスポート中はUSB メモリーを抜かないでください。

1 本機の左側面にある USB 端子にUSB メモリーを接続する。

2 ［4：Log Export］を選択し、ENTER ボタンを押す。

「Log Export」画面が表示されます。

メモ

ご注意

------ Option ------
  1:Conf. Import
  2:Conf. Export
> 3:Version

#Version 
Ver. 1.0.0/1.0.0
S/N XXXXXXX
> 1:OK

------ Option ------
  2:Conf. Export
  3:Version
> 4:Log Export
オプションメニューの使いかた 93
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3 ［OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

ログファイルがUSB メモリーにエクスポートされます。
エクスポートが完了すると、次の画面が表示されます。

4 ［OK］を選択し、ENTER ボタンを押す。

USB メモリーにログファイルが存在している場合でも、上書きされずに常に新し
いログファイルが作成されます。

元の画面に戻ります。

5 本機の電源を切り、USB メモリーを取りはずす。

メモ

#Log Export
Export Logs?
> 1:OK
  2:Cancel

#Log Export
Export Completed
> 1:OK
 

オプションメニューの使いかた
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内蔵バッテリー（別売り）を交換する

1 バッテリーカバーを取りはずす。

コインなどを使ってネジをゆるめ、バッテリーカバーを取りはずします。

2 タブを持って内蔵バッテリーを取りはずす。

その他

バッテリーカバー
内蔵バッテリー（別売り）を交換する 95
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3 新しい内蔵バッテリーをセットする。

本体のへこみに合わせて内蔵バッテリーを上から入れ、図のように押し込みます。

4 バッテリーカバーを元に戻す。

注意
指定以外の電池に交換すると、破裂する危険があります。
必ず指定の電池に交換してください。
使用済みの電池は、国または地域の法令に従って処理してください。
内蔵バッテリー（別売り）を交換する
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バッテリーチャージャー（別売り）の使
いかた

バッテリーチャージャー RVTA-BC100 の取扱説明書もあわせてご覧ください。

1 DC IN 端子に付属のACアダプターを接続し、電源コードをコンセントに接続す
る。

2 内蔵バッテリーをバッテリーチャージャーにセットする。

充電が始まると、CHARGE ランプがアンバー色に点灯します。
充電量は CAPACITYランプで確認できます。
充電が終了すると、CHARGE ランプが緑色に変わります。

DC IN 端子

ACアダプター

電源コード

コンセントへ
バッテリーチャージャー（別売り）の使いかた 97



　
そ
の
他

98
CHARGE ランプ

充電量を確認できます
バッテリーチャージャー（別売り）の使いかた
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故障かな？と思ったら

まず初めに、下記の項目をもう 1度チェックしてみてください。それでも解決しないと
きは、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご相談ください。

一般的なトラブル
症状 原因／対策

電源が入らない。（1電源ラ
ンプ（緑色）がつかないと
き）

• 内蔵バッテリーが正しく装着されているか確認してください
（内蔵バッテリー使用時）。 （24 ページ）

• 本機とACアダプター、ACアダプターと電源コード、電源コー
ドとコンセントがそれぞれしっかりと接続されているか確認し
てください。 （34 ページ）

• 通常の操作で電源を切らなかった場合、電源を制御しているコ
ントローラーが停止している可能性があります。ACアダプ
ターと内蔵バッテリーを取りはずし、1分ほど待ってから取り
付けなおして、再度電源を入れてください。

• 寒い戸外から暖かい屋内に持ち込んだり、湿度の高い場所で使
用した場合は、本機内部に結露が生じている可能性がありま
す。その場合は、1時間ほど待ってから電源を入れなおしてく
ださい。湿度の高い場所（85％以上）でのご使用は、本機の故
障の原因となりますのでおやめください。

• 上記の操作を行っても本機が起動しない場合は、お買い上げ店
またはソニーのサービス窓口にご相談ください。

電源が入らない、または1

電源ボタンが効かない。
（ バッテリーランプが高
速で点滅している）

• 内蔵バッテリーが正しく装着されていない可能性があります。
いったん内蔵バッテリーを取りはずしてから、再度正しく装着
しなおしてください。 （24 ページ）

• 上記の操作を行っても電源が入らない、または電源ボタンが効
かない場合は、装着されている内蔵バッテリーは本機では使用
できません。
内蔵バッテリーを取りはずしてください。
故障かな？と思ったら 99
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送信側（トランスミッター（Tx））のトラブル

電源を入れると1電源ラン
プ（緑色）は点灯するが、何
も表示されない。

• しばらく様子を見ても液晶ディスプレイに何も表示されないと
きは、次の手順で操作してください。
1 1電源ボタンを 2秒以上押して、1電源ランプが消灯した
のを確認してから、再度電源を入れなおす。

2 上記の操作を行っても何も表示されない場合は、1電源ボ
タンを 6秒以上押したままにし、1電源ランプが消灯した
のを確認してから、ACアダプターと内蔵バッテリーを取
りはずす。その後 1分ほど待ってから取り付けなおし、再
度電源を入れなおす。

• 寒い戸外から暖かい屋内に持ち込んだり、湿度の高い場所で使用
した場合は、本機内部に結露が生じている可能性があります。
その場合は、1時間ほど待ってから電源を入れなおしてください。
湿度の高い場所（85％以上）でのご使用は、本機の故障の原因
となりますのでおやめください。

音声通話の音が小さい、また
は大きすぎる

• 音声通話をしながら、送信側と受信側でマイクブースト、マイ
クレベル、ヘッドホンの音量を調整してください。 （70 ページ）

• マイクブーストを設定しても音が大きくならない場合は、プラ
グインパワー方式に対応したマイクをご使用ください。

症状 原因／対策

FOMAまたは無線 LANに接
続できない

• FOMAまたは無線 LANアダプターがきちんと接続されている
か確認してください。

• FOMAまたは無線LANの接続設定が正しいか確認してください。
（45 ページ）

ネットワークに接続できない • イーサネットケーブルがきちんと接続されているか確認してく
ださい。

• LAN回線の接続設定が正しく行われているか確認してくださ
い。（45 ページ）

• PPPoE の設定が正しく行われているか確認してください。（45
ページ）

症状 原因／対策
故障かな？と思ったら
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受信側（レシーバー（Rx））のトラブル

症状 原因／対策

ネットワークに接続できない • イーサネットケーブルがきちんと接続されているか確認してく
ださい。

• LAN回線の接続設定が正しく行われているか確認してくださ
い。（35 ページ）

• PPPoE の設定が正しく行われているか確認してください。（35
ページ）

FOMAまたは無線 LANに接
続できない

• FOMAまたは無線 LANアダプターがきちんと接続されている
か確認してください。

• FOMAまたは無線 LANの接続設定が正しいか確認してくださ
い。（35 ページ）
故障かな？と思ったら 101
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液晶ディスプレイの表示一覧

液晶ディスプレイに表示されるメッセージには、起動時やメニュー選択時に表示される
通常のメッセージと、トラブルが発生したときに表示されるエラーメッセージがありま
す。

通常のメッセージ

■ 送信側（トランスミッター（Tx））、受信側（レシーバー（Rx））共通

表示されるメッセージ 内容

本機の起動中に表示されます。

本機のシャットダウン中に表示されます。

オプションメニューの項目です。項目を選択し、ENTERボタンを
押すと、項目に応じた操作が行えます。

Welcome!!

Please wait...

Loading...

Good bye!!

------ Option ------
> 1:Conf. Import
  2:Conf. Export
  3:Version

------ Option ------
> 4:Log Export
  5:Software Update
  6:Cancel
液晶ディスプレイの表示一覧
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■ 送信側（トランスミッター（Tx））

表示されるメッセージ 内容

起動準備中に表示されます。

接続するネットワークを選択します。

ネットワークへの接続中に表示されます。

アクションを選択します。

受信側に接続を要求しているときに表示されます。

スタンバイ中の表示です。

VIDEOボタンを押したあと、映像伝送が開始されるまでの間表示
されます。

VOICE ボタンを押したあと、音声通話が開始されるまでの間表示
されます。

映像伝送中の表示です。

音声通話中の表示です。

Tx[-|-]
#Initializing
Please Wait...

Tx[-|-]
#Select Network
> 1:FOMA1
  2:LAN1

Tx[N|-]FOMA1
#Network Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel

Tx[N|-]FOMA1
#Select Action
> 1:Rx1l352l32k
  2:Rx2l352l32k

Tx[S|-]FOMA1
#Session Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1  ->Rx1
Video:Standby
Voice:Standby

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Starting...
Voice:Standby

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Starting...

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Standby

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Transmitting..
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映像伝送と音声通話中の表示です。

受信側から接続を切断されたときに表示されます。［1：OK］を選
択し、ENTER ボタンを押すと、アクションを選択する画面が表示
されます。

ネットワーク接続中にMENUボタンを押すと表示されるメニュー
の項目です。項目を選択し、ENTER ボタンを押すと、項目に応じ
た操作や設定が行えます。

セッション接続中にMENUボタンを押すと表示されるメニューの
項目です。項目を選択し、ENTERボタンを押すと、項目に応じた
操作や設定が行えます。

表示されるメッセージ 内容

Tx[S|-]FOMA1
#Tx1   ->Rx1
Video:Transmitting..
Voice:Transmitting..

Tx[N|-]FOMA1
#Session Aborted
From Rx1
> 1:OK

Tx[N|-]FOMA1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:MIC Boost

Tx[N|-]FOMA1
------- Menu -------
> 3:MIC Level
  4:Headphone Volume

Tx[N|-]FOMA1
------- Menu -------
  4:Headphone Volume
> 5:Option

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:Select Action

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
> 3:MIC Boost
  4:MIC Level

Tx[S|-]FOMA1
------- Menu -------
  5:Headphone Volume
> 6:Option
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■ 受信側（レシーバー（Rx））

表示されるメッセージ 内容

起動準備中に表示されます。

接続するネットワークを選択します。

ネットワークへの接続中に表示されます。

ネットワークへの接続が確立すると表示されます。

スタンバイ中の表示です。

映像受信中の表示です。

音声通話中の表示です。

映像受信と音声通話中の表示です。

ネットワーク接続中にMENUボタンを押すと表示されるメニュー
の項目です。項目を選択し、ENTER ボタンを押すと、項目に応じ
た操作や設定が行えます。

Rx[-|-]
#Initializing
Please Wait...

Rx[-|-]
#Select Network
> 1:LAN1
  2:LAN2

Rx[N|-]LAN1
#Network Connecting
Please Wait...
> 1:Cancel

Rx[N|-]LAN1
#Network Connected
Session Waiting...

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Standby
Voice:Standby

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Receiving...
Voice:Standby

Rx[S|-]LAN1
# Tx1  ->Rx1
Video:Standby
Voice:Receiving...

Rx[S|-]LAN1
#Tx1   ->Rx1
Video:Receiving...
Voice:Receiving...

Rx[N|-]LAN1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:MIC Boost

Rx[N|-]LAN1
------- Menu -------
> 3:MIC Level
  4:Headphone Volume

Rx[N|-]LAN1
------- Menu -------
  4:Headphone Volume
> 5:Option
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エラーメッセージ
本機の動作中に何らかの問題が発生すると、メッセージが表示されます。お買い上げ店
またはソニーのサービス窓口にお問い合わせいただくときは、表示されているエラー
コードをお伝えください。

本機の液晶ディスプレイに表示されるメッセージ

メッセージの見かた
例）エラーメッセージ

■ エラーメッセージ

セッション接続中にMENUボタンを押すと表示されるメニューの
項目です。項目を選択し、ENTERボタンを押すと、項目に応じた
操作や設定が行えます。

エラーコード エラーメッセージ 内容

E0100 Network Failed 何らかの原因でネットワーク接続に失敗しました。

Network Connecting

E0101 Network Failed モデムが未接続のため、ネットワークに接続でき
ませんでした。Network Connecting

E0102 Network Failed イーサネットケーブルが未接続のため、ネット
ワークに接続できませんでした。Network Connecting

表示されるメッセージ 内容

Rx[S|-]LAN1
------- Menu -------
> 1:Select Network
  2:Abort Session

Rx[S|-]LAN1
------- Menu -------
> 3:MIC Boost
  4:MIC Level

Rx[S|-]LAN1
------- Menu -------
  4:Headphone Volume
> 5:Option

Tx[-|-]
#Error(E0100)
Network Failed
> 1:OK

エラーメッセージであることを示します

エラーコード
エラーメッセージ
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E0103 Network Failed ネットワーク接続時、タイムアウトが発生しまし
た。Network Connecting

E0104 Network Failed 接続中のネットワークを指定して接続しようとし
ました。Network Connecting

E0105 Network Failed 切断済みのネットワークを指定して切断しようと
しました。Network Connecting

E0106 Network Failed ネットワークの設定が正しくないため、指定した
ネットワークに接続できませんでした。Network Connecting

E0107 Network Failed 接続試行中のネットワークを指定して接続しよう
としました。Network Connecting

E0108 Network Failed 切断試行中のネットワークを指定して切断しよう
としました。Network Connecting

E0109 Network Failed ネットワーク接続が確立しているネットワークに
対して、再度接続しようとしました。Network Connecting

E0110 Network Failed 指定したネットワークが見つかりませんでした。

Network Connecting

E0111 Network Failed IP アドレスの設定に失敗しました。

Network Connecting

E0114 Network Failed ネットワークアダプターに異常が発生しました。

Network Connecting

E0115 Network Failed ネットワークの接続時、ハードウェアにエラーが
発生しました。Network Connecting

E0116 Network Failed ネットワーク回線が混み合っているため接続でき
ませんでした。Network Connecting

E0124 Network Failed ネットワーク接続エラー時、無線 LANの子機が
見つかりませんでした。Network Connecting

E0125 Network Failed ネットワーク接続エラー時、指定されたアクセス
ポイントが見つかりませんでした。Network Connecting

E0126 Network Failed ネットワーク接続エラー時、指定されたアクセス
ポイントへの接続に失敗しました。Network Connecting

E0127 Network Failed ネットワーク接続エラー時、暗号化モジュールの
初期化がタイムアウトしました。

E0128 Network Failed ネットワーク接続エラー時、暗号化モジュールの
初期化に失敗しました。

エラーコード エラーメッセージ 内容
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E0201 Session Connecting セッション接続時、接続相手先がビジーのため接
続できませんでした。

E0203 Session Connecting セッション接続時、受信側（レシーバー）から接
続を拒否されました。

E0205 Session Connecting セッション接続時、タイムアウトが発生しました。

E0206 Session Connecting セッション接続の認証に失敗しました。

E0207 Session Connecting 何らかの原因でセッション接続に失敗しました。

E0209 Session Connecting セッション接続エラー時、セッション接続中に
ネットワーク断が発生した場合に表示します。

E0210 Session Connecting セッション接続エラー時、セッション接続中に
ネットワーク未接続だった場合に表示します。 

E0211 Session Connecting 接続を許可されていない接続先に対して、セッ
ション接続しようとしました。

E0212 Session Connecting セッション接続エラー時、設定情報の送信に失敗
しました。

E0301 Export Failed ログのエクスポートに失敗しました。

Export Failed 設定ファイルのエクスポートに失敗しました。

Import Failed 設定ファイルのインポートに失敗しました。

E0302 USB Not Found USB メモリーを接続しないで、ログのエクスポー
ト、設定ファイルのエクスポートまたはインポー
トを行おうとしました。

設定ファイルのインポート時にUSB メモリーが見
つかりませんでした。

アップデート時にUSB メモリーが見つかりません
でした。

E0303 Multiple USB Found 複数の USBメモリーが接続されている状態で、ロ
グのエクスポートを行おうとしました。

複数の USBメモリーが接続されている状態で、設
定ファイルのエクスポートまたはインポートを行
おうとしました。

複数の USBメモリーが接続されている状態で、
アップデートを行おうとしました。

E0304 USB Full USB メモリーの空き容量が不足しているため、ロ
グまたは設定ファイルのエクスポートができませ
んでした。

エラーコード エラーメッセージ 内容
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E0305 Conf. Not Found USB メモリー内に設定ファイルがないため、設定
ファイルのインポートができませんでした。

Updates Not Found アップデートエラー時、USBメモリー内に CAB
ファイルが見つかりませんでした。

E0401 Update Failed
Please Turn Off

ソフトウェアのアップデートができませんでした。
電源を切ってください。E0402

E0403 No Disk Space
Please Turn Off

E0406 Update Failed
Please Turn Off

E0501 System Not Available アプリケーションが起動できませんでした。

E9200 Session Connecting セッション接続に失敗しました。

E9202

E9204

E9999 Fatal Error
Please Turn Off

予期せぬエラーが発生しました。

Update Failed
Please Turn Off

エラーコード エラーメッセージ 内容
液晶ディスプレイの表示一覧 109



　
そ
の
他

110
受信側（レシーバー（Rx））のPCモニターに表示されるエラーメッ
セージ

エラーコード エラーメッセージ 内容

E0100 選択したネットワークで接続できませんで
した。

何らかの原因でネットワーク接続に
失敗しました。

E0101 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、モデム
が未接続でした。

E0102 選択したネットワークで接続できませんで
した。

イーサネットケーブルが未接続のた
め、ネットワークに接続できません
でした。

E0103 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続時、タイムアウト
が発生しました。

E0104 選択したネットワークで接続できませんで
した。

接続中のネットワークを指定して接
続しようとしました。

E0105 選択したネットワークで接続できませんで
した。

切断済みのネットワークを指定して
切断しようとしました。

E0106 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワークの設定が正しくないた
め、指定したネットワークに接続で
きませんでした。

E0107 選択したネットワークで接続できませんで
した。

接続試行中のネットワークを指定し
て接続しようとしました。

E0108 選択したネットワークで接続できませんで
した。

切断試行中のネットワークを指定し
て切断しようとしました。

E0109 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続が確立している
ネットワークに対して、再度接続し
ようとしました。

E0110 選択したネットワークで接続できませんで
した。

指定したネットワークが見つかりま
せんでした。

E0111 選択したネットワークで接続できませんで
した。

IP アドレスの設定に失敗しました。

E0114 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワークアダプターに異常が発
生しました。

E0115 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ハードウェアに異常が発生しまし
た。

E0116 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク回線が込み合っていま
す。
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E0124 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、無線
LANの子機が見つかりませんでし
た。

E0125 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、指定さ
れたアクセスポイントが見つかりま
せんでした。

E0126 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、指定さ
れたアクセスポイントへの接続に失
敗しました。

E0127 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、暗号化
モジュールの初期化がタイムアウト
しました。

E0128 選択したネットワークで接続できませんで
した。

ネットワーク接続エラー時、暗号化
モジュールの初期化に失敗しまし
た。

E0301 ログファイルのエクスポートに失敗しまし
た。

ログのエクスポートに失敗しました。

E0302 USB メモリーが接続されていません。
USBメモリーを接続してください。

USBメモリーを接続しないで、ログ
のエクスポートを行おうとしました。

E0303 USB メモリーが 2つ以上見つかりました。
USBメモリーを 1つのみ接続してくださ
い。

複数のUSBメモリーが接続されて
いる状態で、ログのエクスポート、
設定ファイルのエクスポートまたは
インポートを行おうとしました。

E0304 USBメモリーの空き容量が不足しています。
十分な空き容量がある USBメモリーに交換
してください。

USBメモリーの空き容量が不足して
いるため、ログまたは設定ファイル
のエクスポートができませんでした。

E0305 USBメモリーにアップデートファイルが見
つかりません。アップデート用の USBメモ
リーを接続してください。

アップデートエラー時、USBメモ
リー内にCABファイルが見つかり
ませんでした。

E0401 アップデートに失敗しました。
電源を切ってください。

ソフトウェアのアップデートができ
ませんでした。
電源を切ってください。E0402

E0403 ローカルディスクの空き容量が不足してい
ます。
電源を切ってください。

ソフトウェアのアップデートができ
ませんでした。
電源を切ってください。

E0406 アップデートに失敗しました。
電源を切ってください。

エラーコード エラーメッセージ 内容
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E0501 System is not available. アプリケーションが起動できません
でした。

E0550 USB メモリーへの書き込みに失敗しまし
た。

エラーが発生したため、設定ファイ
ルをUSBメモリーに作成できませ
んでした。

E0551 ローカルへの書き込みに失敗しました。 エラーが発生したため、設定ファイ
ルをローカルに作成できませんでし
た。

E0552 USB メモリーが見つかりませんでした。 USB メモリーが見つからないため、
設定ファイルを作成できませんでし
た。

E9999 予期せぬエラーが発生しました。
電源を切ってください。

予期せぬエラーが発生しました。

アップデートに失敗しました。
電源を切ってください。

エラーコード エラーメッセージ 内容
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本機の性能を保持
するために

使用・保管場所
次のような場所での使用および保管は避
けてください。
• 極端に寒いところや暑いところ（使用
温度は 0 °C ～ 40 °C です。）

• 直射日光が長時間当たるところや暖房
器具の近く

• 湿気、ほこりの多いところ
• 激しく振動するところ
• 強い磁気を発生するものの近く
• 強力な電波を発生するテレビ、ラジオ
の送信所の近く

強い衝撃を与えないでください
落としたりして強い衝撃を与えると故障
することがあります。

通風口をふさがないようにしてください
温度上昇を防ぐため、動作中に布などで
包まないでください。

お手入れ
キャビネットやパネルの汚れは、乾いた
柔らかい布で軽くふきとってください。
汚れがひどいときは、中性洗剤溶液を少
し含ませた布で汚れをふきとり、乾いた
布で仕上げてください。アルコール、ベ
ンジン、シンナー、殺虫剤など、揮発性
のものをかけると、変質したり塗装がは
げたりすることがあります。

輸送のときは
付属のカートン、または同等品で梱包
し、急激な衝撃を与えないように注意し
てください。

保証書とアフター
サービス

保証書
• この製品には保証書が添付されていま
すので、お買い上げの際お受け取りく
ださい。

• 所定事項の記入および記載内容をお確
かめのうえ、大切に保存してください。

アフターサービス
調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお確
かめください。特に、「故障かな？と
思ったら」 （99 ページ）に該当する項目
がないか、お調べください。それでも具
合の悪いときはお買い上げ店またはソ
ニーのサービス窓口にご相談ください。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させて
いただきます。詳しくは保証書をご覧く
ださい。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、
ご要望により有料修理させていただきま
す。

保証期間中の修理など、アフターサービ
スについてご不明な点は、お買い上げ店
またはソニーのサービス窓口にお問い合
わせください。
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伝送フォーマット

FOMA 1回線利用時

FOMA 2回線利用時

映像 圧縮方式 H.264/MPEG-4 AVC Main Profile

解像度／
映像ビットレート／
フレームレート

• Auto 352 × 240 / 160 － 32kbps / 15 － 5 fps
• Fix 352 × 240 / 32 kbps / 5 fps

音声 音声圧縮方式 ATRAC3plus

音声ビットレート
（モード）

• 32 kbps（Stereo）
• 32 kbps（Mono）
• 16 kbps（Mono）
• 8 kbps（Mono）

通話用音声 音声圧縮方式 MPEG-4 HVXC

音声ビットレート 2 kbps

映像 圧縮方式 H.264/MPEG-4 AVC Main Profile

伝送モード／
解像度／
映像ビットレート／
フレームレート

• Auto Bulk / 352 × 240 / 320 － 64 kbps / 15-5 fps
• Auto Duplicate / 352 × 240 / 160 － 32 kbps / 15-5 fps
• Intelligent / 352 × 240 / 320 － 32 kbps / 15-5 fps
• Fix Bulk / 352 × 240 / 64 kbps / 5 fps
• Fix Duplicate / 352 × 240 / 32 kbps / 5 fps

音声 音声圧縮方式 ATRAC3plus

音声ビットレート
（モード）

• 32 kbps（Stereo）
• 32 kbps（Mono）
• 16 kbps（Mono）
• 8 kbps（Mono）

通話用音声 音声圧縮方式 MPEG-4 HVXC

音声ビットレート 2 kbps
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LAN/PPPoE/WLAN利用時

SATELLITE 利用時

映像 圧縮方式 H.264/MPEG-4 AVC Main Profile

解像度／
映像ビットレート／
フレームレート

• Auto 720 × 480 / 4096 － 1024 kbps / 30 fps（60i）
• Auto 480 × 480 / 3072 － 768 kbps / 30 fps（60i）
• Auto 352 × 240 / 1024 － 32 kbps / 30 － 5 fps
• Auto 352 × 240 / 512 － 32 kbps / 30 － 5 fps
• Auto 352 × 240 / 160 － 32 kbps / 15 － 5 fps
• Fix 352 × 240 / 32 kbps / 5 fps

音声 音声圧縮方式 ATRAC3plus

音声ビットレート
（モード）

• 64 kbps（Stereo）
• 32 kbps（Stereo）
• 32 kbps（Mono）
• 16 kbps（Mono）
• 8 kbps（Mono）

通話用音声 音声圧縮方式 MPEG-4 HVXC

音声ビットレート 2 kbps

映像 圧縮方式 H.264/MPEG-4 AVC Main Profile

解像度／
映像ビットレート

• Fix 352 × 240 / 256 kbps
• Fix 352 × 240 / 224 kbps
• Fix 352 × 240 / 192 kbps
• Fix 352 × 240 / 160 kbps
• Fix 352 × 240 / 128 kbps
• Fix 352 × 240 / 96 kbps
• Fix 352 × 240 / 64 kbps
• Fix 352 × 240 / 32 kbps

FEC • High（冗長率 50％）
• Low（冗長率 25％）
• なし

音声 音声圧縮方式 ATRAC3plus

音声ビットレート
（モード）

• 32 kbps（Stereo）
• 32 kbps（Mono）
• 16 kbps（Mono）
• 8 kbps（Mono）

通話用音声 音声圧縮方式 MPEG-4 HVXC

音声ビットレート 2 kbps
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主な仕様

オペレーティングシステム
WindowsXP Embedded

プロセッサー
CPU Intel® Core™ 2 Duo SL9400

メインメモリー
2 GB

外部コネクター
映像入出力（VIDEO IN/OUT）端子：
コンポジット（NTSC、BNC 1 Vp-p 75Ω
不平衡 同期負）× 1
音声入出力（AUDIO IN/OUT）：ライン
入力／ライン出力（ステレオ、Mini PIN
ジャック）× 1
マイク入力（MIC）端子（ヘッドセット
用、Mini PIN ジャック）× 1
ヘッドホン（PHONES）端子（ヘッド
セット用、Mini PIN ジャック）× 1
USB 端子× 4（うち FOMA接続用× 2）
LAN端子（100 BASE-TX/10 BASE-T）
（RJ-45）× 1
PC モニター出力端子：アナログ RGB
（XGA、ミニ D-SUB 15 ピン）× 1
外部バッテリー端子（DC IN：15 V、
XLR 4 PIN）× 1

液晶ディスプレイ
モノクロ、4行× 20 文字

動作条件
温度 － 10 ℃～＋ 45 ℃（ACアダ

プター使用時は 0 ℃～ 40 ℃）
湿度 25％～ 85％（結露のないこと）

保存条件
温度 － 20 ℃～＋ 60 ℃

電源・その他
リアルタイムビデオトランスミッター
（RVT-SD200）
一般
電源電圧 ACアダプターDC 15 － 16 V

内蔵バッテリーDC 11.1 V
外部バッテリーDC 14.4 V

入力電流 最大 4.0 A（ACアダプター使
用時）

内蔵バッテリー充電時間
最長 4時間（電源オフ時）

外形寸法 143（W）× 80（H）× 222
（D） mm

質量 約 1.5 kg（内蔵バッテリー装
着時）

ACアダプター（RVTA-AC10）
電源 AC 100 V、50/60 Hz
入力電流 1.3 A
出力 動作時：DC 16 V、4.0 A
動作温度 0℃～ 40 ℃
保存温度 － 20 ℃～＋ 60 ℃
外形寸法 45.7（W）× 28（H）× 106

（D） mm
質量 約 230 g

付属品
ACアダプター（1）
電源コード（1）
取扱説明書（1）
Windows 使用許諾書（1）
ソフトウェア使用許諾書（1）
通信カードドライバ使用許諾書（2）
ユーザー登録シート（1）
B＆ P ワランティブックレット（1）
保証書（1）

注意
付属の電源コードは本機の専用品です。
他の機器には使用できません。
主な仕様
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別売りアクセサリー
バッテリーチャージャー RVTA-BC100
内蔵バッテリー RVTA-BT100（連続伝
送時間：約 90 分）
ショルダーストラップセット RVTA-
ST100
仕様および外観は、改良のため予告なく
変更することがありますが、ご了承くだ
さい。

この製品は、OpenSSL Toolkit のためにOpenSSL プロジェクトが開発したソフトウェ
アを含みます。
This product includes software developed by the OpenSSL project for use in the 
OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)
Copyright © 1998-2008 The OpenSSL Project.  All rights reserved.
この製品は、Eric Young 氏によって記述された暗号化ソフトウェアを含みます。
This product includes cryptographic software written by Eric Young. 
(eay@cryptsoft.com)
Copyright © 1995-1998 Eric Young(eay@cryptsoft.com)
この製品は、以下の第三者ソフトウェアの機能を利用しています。
• OpenVPN TAP-Win32/TAP-Win64 Driver
上記の第三者ソフトウェアは、本製品のソフトウェア使用許諾契約書の対象とはなりま
せんのでご注意ください。
上記の第三者ソフトウェアの使用条件につきましては、下記をご覧下さい。

この装置は、クラス B情報技術装置で
す。この装置は、家庭環境で使用する
ことを目的としていますが、この装置
がラジオやテレビジョン受信機に近接
して使用されると、受信障害を引き起
こすことがあります。取扱説明書に
従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B

お使いになる前に、必ず動作確認を
行ってください。故障その他に伴う営
業上の機会損失等は保証期間中および
保証期間経過後にかかわらず、補償は
いたしかねますのでご了承ください。
主な仕様 117
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上記の第三者ソフトウェアのソースコードは、Web サイトでご提供しております。
ダウンロードする際には、以下の URL にアクセスしてください。
http://www.sony.net/Products/Linux

OpenVPN TM – An Open Source VPN daemon

Copyright (C) 2002-2009 OpenVPN Technologies, Inc. 
<sales@openvpn.net>

This distribution contains multiple components, some of 
which fall under different licenses. By using OpenVPN 
or any of the bundled components enumerated below, 
you agree to be bound by the conditions of the license 
for each respective component.

OpenVPN trademark

“OpenVPN” is a trademark of OpenVPN 
Technologies, Inc.

OpenVPN license:

OpenVPN is distributed under the GPL license 
version 2 (see Below).

Special exception for linking OpenVPN with 
OpenSSL:

In addition, as a special exception, OpenVPN 
Technologies, Inc. gives permission to link the 
code of this program with the OpenSSL library (or 
with modified versions of OpenSSL that use the 
same license as OpenSSL), and distribute linked 
combinations including the two. You must obey 
the GNU General Public License in all respects for 
all of the code used other than OpenSSL. If you 
modify this file, you may extend this exception to 
your version of the file, but you are not obligated to 
do so. If you do not wish to do so, delete this 
exception statement from your version.

LZO license:

LZO is Copyright (C) Markus F.X.J. Oberhumer, 
and is licensed under the GPL.

Special exception for linking OpenVPN with both 
OpenSSL and LZO:

Hereby I grant a special exception to the OpenVPN 
project (http://openvpn.net/) to link the LZO 
library with the OpenSSL library (http://
www.openssl.org).

 

Markus F.X.J. Oberhumer

TAP-Win32/TAP-Win64 Driver license:

This device driver was inspired by the CIPE-
Win32 driver by Damion K. Wilson.

The source and object code of the TAP-Win32/
TAP-Win64 driver is Copyright (C) 2002-2009 
OpenVPN Technologies, Inc., and is released 
under the GPL version 2.

Windows DDK Samples:

The Windows binary distribution includes 
devcon.exe, a Microsoft DDK sample which is 
redistributed under the terms of the DDK EULA.

NSIS License:

Copyright (C) 2002-2003 Joost Verburg

This software is provided ‘as-is’, without any 
express or implied warranty. In no event will the 
authors be held liable for any damages arising from 
the use of this software.

Permission is granted to anyone to use this software 
for any purpose, including commercial 
applications, and to alter it and redistribute it freely, 
subject to the following restrictions:

1.The origin of this software must not be 
misrepresented; 
you must not claim that you wrote the original 
software.
If you use this software in a product, an 
acknowledgment in the product documentation 
would be appreciated but is not required.

2.Altered versions must be plainly marked as such, 
and must not be misrepresented as being the 
original software.

3.This notice may not be removed or altered from 
any distribution.

OpenSSL License:

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. 
both the conditions of the OpenSSL License and 
the original SSLeay license apply to the toolkit.
See below for the actual license texts. Actually 
both licenses are BSD-style Open Source licenses. 
In case of any license issues related to OpenSSL 
please contact openssl-core@openssl.org.

Copyright (c) 1998-2003 The OpenSSL Project. All 
rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with 
or without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met:

1.Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions and 
the following disclaimer. 

2.Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer in the 
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documentation and/or other materials provided 
with the distribution.

3.All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgment:
“This product includes software developed by 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit. (http://www.openssl.org/)”

4.The names “OpenSSL Toolkit” and “OpenSSL 
Project” must not be used to endorse or promote 
products derived from this software without prior 
written permission. For written permission, 
please contact openssl-core@openssl.org.

5.Products derived from this software may not be 
called “OpenSSL” nor may “OpenSSL” appear 
in their names without prior written permission 
of the OpenSSL Project.

6.Redistributions of any form whatsoever must 
retain the following acknowledgment:
“This product includes software developed by 
the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit (http://www.openssl.org/)”

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL 
PROJECT “AS IS” AND ANY EXPRESSED OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; 
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN 
CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

This product includes cryptographic software written by 
Eric Young (eay@cryptsoft.com). This product includes 
software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

 Original SSLeay License

Copyright (C) 1995-1998 Eric Young 
(eay@cryptsoft.com) All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by 
Eric Young (eay@cryptsoft.com).
The implementation was written so as to conform 
with Netscapes SSL.

This library is free for commercial and non-
commercial use as long as the following conditions 

are aheared to. The following conditions apply to 
all code found in this distribution, be it the RC4, 
RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. 
The SSL documentation included with this 
distribution is covered by the same copyright terms 
except that the holder is Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com).

Copyright remains Eric Young’s, and as such any 
Copyright notices in the code are not to be 
removed. 
If this package is used in a product, Eric Young 
should be given attribution as the author of the 
parts of the library used.
This can be in the form of a textual message at 
program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package.

Redistribution and use in source and binary forms, 
with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met:
1.Redistributions of source code must retain the 

copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer.

2.Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided 
with the distribution.

3.All advertising materials mentioning features or 
use of this software must display the following 
acknowledgement:
“This product includes cryptographic software 
written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)”
The word ‘cryptographic’ can be left out if the 
rouines from the library being used are not 
cryptographic related :-).

4.If you include any Windows specific code (or a 
derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an 
acknowledgement:
“This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com)”

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG 
“AS IS” AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN 
NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED 
AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, 
OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR 
OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF 
THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED 
OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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The licence and distribution terms for any publically 
available version or derivative of this code cannot be 
changed. i.e. this code cannot simply be copied and put 
under another distribution licence [including the GNU 
Public Licence.]

GNU Public License (GPL)

OpenVPN, LZO, and the TAP-Win32 distributions 
are licensed under the GPL version 2 (see 
COPYRIGHT.GPL).

In the Windows binary distribution of OpenVPN, 
the GPL is reproduced below.

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE
Version 2, June 1991

Copyright (C) 1989, 1991 Free Software 
Foundation, Inc.
59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-
1307 USA
Everyone is permitted to copy and distribute 
verbatim copies of this license document, but 
changing it is not allowed.

Preamble

 The licenses for most software are designed to take 
away your freedom to share and change it. By contrast, 
the GNU General Public License is intended to 
guarantee your freedom to share and change free 
software--to make sure the software is free for all its 
users. This General Public License applies to most of the 
Free Software Foundation’s software and to any other 
program whose authors commit to using it. (Some other 
Free Software Foundation software is covered by
the GNU Library General Public License instead.) You 
can apply it to your programs, too.

 When we speak of free software, we are referring to 
freedom, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to 
distribute copies of free software (and charge for this 
service if you wish), that you receive source code or can 
get it if you want it, that you can change the software or 
use pieces of it in new free programs; and that you know 
you can do these things.

 To protect your rights, we need to make restrictions that 
forbid anyone to deny you these rights or to ask you to 
surrender the rights.
These restrictions translate to certain responsibilities for 
you if you distribute copies of the software, or if you 
modify it.

 For example, if you distribute copies of such a program, 
whether gratis or for a fee, you must give the recipients 
all the rights that you have. You must make sure that 
they, too, receive or can get the source code. And you 
must show them these terms so they know their rights.

 We protect your rights with two steps: (1) copyright the 
software, and (2) offer you this license which gives you 
legal permission to copy, distribute and/or modify the 
software.

 Also, for each author’s protection and ours, we want to 
make certain that everyone understands that there is no 
warranty for this free software. If the software is 
modified by someone else and passed on, we want its 
recipients to know that what they have is not the 
original, so that any problems introduced by others will 
not reflect on the original authors’ reputations.

 Finally, any free program is threatened constantly by 
software patents. We wish to avoid the danger that 
redistributors of a free program will individually obtain 
patent licenses, in effect making the program 
proprietary. To prevent this, we have made it clear that 
any patent must be licensed for everyone’s free use or 
not licensed at all.

 The precise terms and conditions for copying, 
distribution and modification follow.

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, 

DISTRIBUTION AND MODIFICATION

0.This License applies to any program or other 
work which contains a notice placed by the 
copyright holder saying it may be distributed 
under the terms of this General Public License. 
The “Program”, below, refers to any such 
program or work, and a “work based on the 
Program” means either the Program or any 
derivative work under copyright law:
that is to say, a work containing the Program or a 
portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated into another 
language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term “modification”.) 
Each licensee is addressed as “you”.

Activities other than copying, distribution and 
modification are not covered by this License; they are 
outside its scope. The act of running the Program is not 
restricted, and the output from the Program is covered 
only if its contents constitute a work based on the 
Program (independent of having been made by running 
the Program).
Whether that is true depends on what the Program does.

1.You may copy and distribute verbatim copies of 
the Program’s source code as you receive it, in 
any medium, provided that you conspicuously 
and appropriately publish on each copy an 
appropriate copyright notice and disclaimer of 
warranty; keep intact all the notices that refer to 
this License and to the absence of any warranty;
and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program.

You may charge a fee for the physical act of transferring 
a copy, and you may at your option offer warranty 
protection in exchange for a fee.

2.You may modify your copy or copies of the 
Program or any portion of it, thus forming a work 
based on the Program, and copy and distribute 
such modifications or work under the terms of 
Section 1 above, provided that you also meet all 
of these conditions:
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a) You must cause the modified files to carry 
prominent notices stating that you changed 
the files and the date of any change.

b) You must cause any work that you distribute 
or publish, that in whole or in part contains or 
is derived from the Program or any part 
thereof, to be licensed as a whole at no charge 
to all third parties under the terms of this 
License.

c) If the modified program normally reads 
commands interactively When run, you must 
cause it, when started running for such 
interactive use in the most ordinary way, to 
print or display an announcement including an 
appropriate copyright notice and a notice that 
there is no warranty (or else, saying that you 
provide a warranty) and that users may 
redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a 
copy of this License. (Exception: if the 
Program itself is interactive but does not 
normally print such an announcement, your 
work based on the Program is not required to 
print an announcement.)

These requirements apply to the modified work as a 
whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Program, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not apply 
to those sections when you distribute them as separate 
works. But when you distribute the same sections as part 
of a whole which is a work based on the Program, the 
distribution of the whole must be on the terms of this 
License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it.

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your rights to work written entirely by you; 
rather, the intent is to exercise the right to control the 
distribution of derivative or collective works based on 
the Program.

In addition, mere aggregation of another work not based 
on the Program with the Program (or with a work based 
on the Program) on a volume of a storage or distribution 
medium does not bring the other work under the scope 
of this License.

3.You may copy and distribute the Program (or a 
work based on it, under Section 2) in object code 
or executable form under the terms of Sections 1 
and 2 above provided that you also do one of the 
following:

a) Accompany it with the complete 
corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at 
least three years, to give any third party, for a 
charge no more than your cost of physically 

performing source distribution, a complete 
machine-readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the terms 
of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange; or,

c) Accompany it with the information you 
received as to the offer to distribute 
corresponding source code. (This alternative 
is allowed only for noncommercial 
distribution and only if you received the 
program in object code or executable form 
with such an offer, in accord with Subsection 
b above.)

The source code for a work means the preferred form of 
the work for making modifications to it. For an 
executable work, complete source code means all the 
source code for all modules it contains, plus any 
associated interface definition files, plus the scripts used 
to control compilation and installation of the executable. 
However, as a special exception, the source code 
distributed need not include anything that is normally 
distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless 
that component itself accompanies the executable.

If distribution of executable or object code is made by 
offering access to copy from a designated place, then 
offering equivalent access to copy the source code from 
the same place counts as distribution of the source code, 
even though third parties are not compelled to copy the 
source along with the object code.

4.You may not copy, modify, sublicense, or 
distribute the Program except as expressly 
provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will 
automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received 
copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long as 
such parties remain in full compliance.

5.You are not required to accept this License, since 
you have not signed it. However, nothing else 
grants you permission to modify or distribute the 
Program or its derivative works. These actions 
are prohibited by law if you do not accept this 
License. Therefore, by modifying or distributing 
the Program (or any work based on the Program), 
you indicate your acceptance of this License to 
do so, and all its terms and conditions for 
copying, distributing or modifying the Program 
or works based on it.

6.Each time you redistribute the Program (or any 
work based on the Program), the recipient 
automatically receives a license from the original 
licensor to copy, distribute or modify the 
Program subject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on 
the recipients’ exercise of the rights granted 
121



122

　
そ
の
他

herein. You are not responsible for enforcing 
compliance by third parties to this License.

7.If, as a consequence of a court judgment or 
allegation of patent infringement or for any other 
reason (not limited to patent issues), conditions 
are imposed on you (whether by court order, 
agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of this License, they do not excuse 
you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously 
your obligations under this License and any other 
pertinent obligations, then as a consequence you 
may not distribute the Program at all. For 
example, if a patent license would not permit 
royalty-free redistribution of the Program by all 
those who receive copies directly or indirectly 
through you, then the only way you could satisfy 
both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Program.

If any portion of this section is held invalid or 
unenforceable under any particular circumstance, the 
balance of the section is intended to apply and the 
section as a whole is intended to apply in other 
circumstances.

It is not the purpose of this section to induce you to 
infringe any patents or other property right claims or to 
contest validity of any such claims; this section has the 
sole purpose of protecting the integrity of the free 
software distribution system, which is implemented by 
public license practices. Many people have made 
generous contributions to the wide range of software 
distributed through that system in reliance on consistent 
application of that system; it is up to the author/donor to 
decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose 
that choice.

This section is intended to make thoroughly clear what 
is believed to be a consequence of the rest of this 
License.

8.If the distribution and/or use of the Program is 
restricted in certain countries either by patents or 
by copyrighted interfaces, the original copyright 
holder who places the Program under this 
License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, 
so that distribution is permitted only in or among 
countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written 
in the body of this License.

9.The Free Software Foundation may publish 
revised and/or new versions of the General 
Public License from time to time. Such new 
versions will be similar in spirit to the present 
version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns.

Each version is given a distinguishing version number. 
If the Program specifies a version number of this 
License which applies to it and “any later version”, you 
have the option of following the terms and conditions 
either of that version or of any later version published by 

the Free Software Foundation. If the Program does not 
specify a version number of this License, you may 
choose any version ever published by the Free Software 
Foundation.

10.If you wish to incorporate parts of the Program 
into other free programs whose distribution 
conditions are different, write to the author to ask 
for permission. For software which is 
copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of 
preserving the free status of all derivatives of our 
free software and of promoting the sharing and 
reuse of software generally.

NO WARRANTY

11.BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED 
FREE OF CHARGE, THERE IS NO 
WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE 
LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE 
STATED IN WRITING THE COPYRIGHT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES 
PROVIDE THE PROGRAM “AS IS” 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. THE ENTIRE RISK 
AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS 
WITH YOU. SHOULD THE PROGRAM 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE 
COST OF ALL NECESSARY SERVICING, 
REPAIR OR CORRECTION.

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY 
APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN 
WRITING WILL ANY COPYRIGHT 
HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO 
MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE 
THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, 
BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, 
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, 
INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 
INABILITY TO USE THE PROGRAM 
(INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS 
OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY 
YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE 
OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH 
ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH 
HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES.



　
そ
の
他

END OF TERMS AND CONDITIONS

How to Apply These Terms to Your New Programs

 If you develop a new program, and you want it to be of 
the greatest possible use to the public, the best way to 

achieve this is to make it free software which everyone 
can redistribute and change under these terms.

 To do so, attach the following notices to the program. It 
is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and 
each file should have at least the “copyright” line and a 

pointer to where the full notice is found.

<one line to give the program’s name and a brief 
idea of what it does.>
Copyright (C) <year>  <name of author>

This program is free software; you can redistribute 
it and/or modify it under the terms of the GNU 
General Public License version 2 as published by 
the Free Software Foundation.

This program is distributed in the hope that it will 
be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; 
without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General 
Public License for more details.

You should have received a copy of the GNU 
General Public License along with this program; if 
not, write to the Free Software Foundation, Inc., 59 
Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 
USA

Also add information on how to contact you by 
electronic and paper mail.

If the program is interactive, make it output a short 
notice like this when it starts in an interactive mode:

Gnomovision version 69, Copyright (C) year name 
of author Gnomovision comes with 
ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details 
type ‘show w’.
This is free software, and you are welcome to 
redistribute it under certain conditions; type ‘show 
c’ for details.

The hypothetical commands ‘show w’ and ‘show c’ 
should show the appropriate parts of the General Public 
License. Of course, the commands you use may be 
called something other than ‘show w’ and ‘show c’; they 
could even be mouse-clicks or menu items--whatever 
suits your program.

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a “copyright 
disclaimer” for the program, if necessary. Here is a 
sample; alter the names:

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright 
interest in the program ‘Gnomovision’ (which 
makes passes at compilers) written by James 
Hacker.

<signature of Ty Coon>, 1 April 1989
Ty Coon, President of Vice

This General Public License does not permit 
incorporating your program into proprietary programs. 
If your program is a subroutine library, you may 
consider it more useful to permit linking proprietary 
applications with the library. If this is what you want to 
do, use the GNU Library General Public License instead 
of this License.
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